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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周囲に複数の図柄を配列させた複数のリールと、
　前記複数のリールの各々に対応して設けられると共に操作により前記各リールの回転を
停止させるためのストップスイッチと、
　前記リールの正面側に設けられて、前記リールの回転が停止した際、所定の有効なライ
ン上に停止している複数の図柄を視認するための図柄表示窓部と、
　複数の役のいずれかに当選か又はハズレかの役抽選を行う役抽選手段とを備え、
　前記役抽選の結果及び前記ストップスイッチの停止操作に基づいて前記リールの回転を
停止させ、前記役抽選により当選した役に対応する前記図柄の組合せが前記所定の有効な
ライン上に停止したか否かの判定を行い、その判定の結果に応じて所定の利益を付与する
ようにした遊技機であって、
　前記図柄は、複数種類の通常図柄と、前記通常図柄とは態様が異なり前記通常図柄より
も視覚的に認識し易い態様の特殊図柄とを有し、
　前記各リール毎に、前記図柄が表示されている領域の背景となる領域には、そのリール
の図柄配列方向に連続する地模様が複数設けられており、
　複数の前記リールが特定の位置で停止したときに、前記図柄表示窓部内に停止した複数
の前記地模様が一体となって全体で１つの特殊地模様を形成し、遊技者に利益を付与する
場合に前記特殊地模様を前記図柄表示窓部内に停止可能とし、
　前記リールの全周に渡って複数の前記特殊地模様が表示されるように前記地模様が設け
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られ、
　前記各リールは、図柄配列方向に前記地模様が設けられた第１リール地模様部と、この
第１リール地模様部の前記地模様と同一の地模様が設けられた第２リール地模様部とを有
し、
　前記第１リール地模様部の範囲の前記図柄には、前記通常図柄と、前記特殊図柄との両
方が配置され、
　前記第２リール地模様部の範囲の前記図柄には、前記特殊図柄が配置されずに前記通常
図柄のみが配置され、
　遊技を進行させることができないフリーズ状態を実行するフリーズ制御手段と、
　前記フリーズ状態中に前記リールの回転及び停止によるリール演出を実行するリール演
出実行手段とを備え、
　前記リール演出実行手段は、
　前記特殊地模様に関する前記リール演出を実行する場合、前記第２リール地模様部の範
囲の前記特殊地模様を用いて前記リール演出を実行することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記リール演出実行手段は、
　前記特殊地模様を構成する複数の地模様の一部がずれた状態で前記リール演出を実行す
る場合、前記第２リール地模様部の範囲内で前記リール演出を実行することを特徴とする
請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記リール演出実行手段は、
　前記リール演出で前記特殊地模様を停止させる場合、
　全ての前記リールにより前記第２リール地模様部の範囲内の特定の前記図柄の組合せ（
以下、「準備目」とする。）を停止させ、
　その後、前記リールを再度回転させた後に前記第２リール地模様部の前記特殊地模様を
停止させることを特徴とする請求項１又は２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前回の前記リールの停止位置から前記準備目を停止させるための第１の停止制御情報を
演算処理により算出するリール回転量演算手段と、
　前記準備目の位置から前記特殊地模様を停止させるための第２の停止制御情報を予め記
憶したリール回転量記憶手段とを有し、
　前記リール演出実行手段は、
　前記リール演出で前記特殊地模様を停止させる場合、
　前記第１の停止制御情報に基づいて前記準備目を停止させ、
　その後、前記リールを再度回転させた後に前記第２の停止制御情報に基づいて前記特殊
地模様を停止させることを特徴とする請求項３に記載の遊技機。
【請求項５】
　各リールにおける前記準備目を構成する前記図柄から前記第２リール地模様部の前記特
殊地模様を構成する前記図柄の中心位置までの回転量は、全リールで同一になっているこ
とを特徴とする請求項３又は４に記載の遊技機。
【請求項６】
　前記リール演出実行手段は、
　前記フリーズ状態中、
　前記準備目を停止させた後、所定の操作スイッチの操作を契機に前記リールを再度回転
させて前記第２リール地模様部の前記特殊地模様を停止させ、その後に前記リールを再度
回転させて前記準備目を停止させる前記リール演出を連続して繰り返し実行可能としたこ
とを特徴とする請求項３、４又は５に記載の遊技機。
【請求項７】
　前記第１リール地模様部の前記特殊地模様の中心と、この特殊地模様上に配置されて前
記図柄表示窓部内に停止する複数の前記図柄の中心とは一致しないように配置され、
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　前記第２リール地模様部の前記特殊地模様の中心と、この特殊地模様上に配置されて前
記図柄表示窓部内に停止する複数の前記図柄の中心とは一致するように配置されているこ
とを特徴とする請求項１、２、３、４、５又は６に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回転リールの周囲の図柄の背景の地模様を使ってリール演出を行う遊技機に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スロットマシン等の遊技機では、周囲に図柄を配置した回転リールが用いられて
いる。複数の回転リールをスタートスイッチの操作により回転させて、ストップスイッチ
の操作により回転を停止させ、正面側の有効ライン上に停止した回転リール上の図柄が予
め定めた所定の図柄の組合せである場合に遊技者に所定の利益を付与するものである。
　近年、図柄が表示されている領域の背景となる領域に地模様が描かれ、図柄表示窓部内
に表示される複数の地模様が一体となって全体で１つの特殊地模様を形成するようなもの
がある（特許文献１）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１１０４２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来では、このような特殊地模様を停止させる場合に、同時に表示される図柄（特殊図
柄）が「７」等の目立つ図柄であると特殊地模様ではなく図柄の方に関心が寄せられ、本
来意図していた特殊地模様の成立ではなく、図柄（特殊図柄、例えば「７」）により異な
る内容が成立したと、遊技者が勘違いしてしまうという問題点がある。
　具体的には、例えば、特殊地模様を停止させることで遊技者が利益を獲得することがで
きたことを示唆するような場合、特殊図柄（例えば「７」）を伴って特殊地模様が停止す
ると、特殊図柄を伴うことなく特殊地模様が停止したことによる本来の期待度（獲得可能
な利益）以上の期待を遊技者が抱いてしまうというような勘違いをしてしまう。
【０００５】
　上記の問題点に鑑み、本発明は、遊技者が図柄（特殊図柄）に惑わされることなく、特
殊地模様による報知演出を確実に実施することができ、遊技者に勘違いさせる恐れがない
ようにした遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、周囲に複数の図柄を配列させた複数のリール62と、前記複数のリール62の各
々に対応して設けられると共に操作により前記各リール62の回転を停止させるためのスト
ップスイッチ50と、前記リール62の正面側に設けられて、前記リール62の回転が停止した
際、所定の有効なライン上に停止している複数の図柄を視認するための図柄表示窓部16と
、複数の役のいずれかに当選か又はハズレかの役抽選を行う役抽選手段130とを備え、前
記役抽選の結果及び前記ストップスイッチ50の停止操作に基づいて前記リール62の回転を
停止させ、前記役抽選により当選した役に対応する前記図柄の組合せが前記所定の有効な
ライン上に停止したか否かの判定を行い、その判定の結果に応じて所定の利益を付与する
ようにした遊技機10であって、前記図柄は、複数種類の通常図柄560と、前記通常図柄560
とは態様が異なり前記通常図柄560よりも視覚的に認識し易い態様の特殊図柄580とを有し
、前記各リール62毎に、前記図柄が表示されている領域の背景となる領域には、そのリー
ル62の図柄配列方向に連続する地模様510が複数設けられており、複数の前記リール62が
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特定の位置で停止したときに、前記図柄表示窓部16内に停止した複数の前記地模様510が
一体となって全体で１つの特殊地模様520を形成し、遊技者に利益を付与する場合に前記
特殊地模様520を前記図柄表示窓部16内に停止可能とし、前記リール62の全周に渡って複
数の前記特殊地模様520が表示されるように前記地模様510が設けられ、前記各リール62は
、図柄配列方向に前記地模様510が設けられた第１リール地模様部530と、この第１リール
地模様部530の前記地模様510と同一の地模様510が設けられた第２リール地模様部540とを
有し、前記第１リール地模様部530の範囲の前記図柄には、前記通常図柄560と、前記特殊
図柄580との両方が配置され、前記第２リール地模様部540の範囲の前記図柄には、前記特
殊図柄580が配置されずに前記通常図柄560のみが配置され、遊技を進行させることができ
ないフリーズ状態を実行するフリーズ制御手段170と、前記フリーズ状態中に前記リール6
2の回転及び停止によるリール演出を実行するリール演出実行手段200とを備え、前記リー
ル演出実行手段200は、前記特殊地模様520に関する前記リール演出を実行する場合、前記
第２リール地模様部540の範囲の前記特殊地模様520を用いて前記リール演出を実行するこ
とを特徴とする。
【０００９】
　本発明では、特殊地模様520を用いたリール演出の際、特殊図柄580を有していない第２
リール地模様部540の地模様510により構成される特殊地模様520を用いてリール演出を実
行するため、遊技者が特殊図柄580に惑わされることなく、特殊地模様520による報知演出
を確実に実施することができる。
　特殊地模様520をずらして停止させたり、低速度で回転表示させるようなリール演出で
あっても、そのリール演出に用いられる特殊地模様520の付近に特殊図柄580が出現しない
ため、特殊図柄580による何か有利な状況が発生したと遊技者に勘違いさせる恐れがない
。
【００１０】
　ここで、「視覚的に認識し易い態様」とは、形状や色や発光する光の強さ等により図柄
の態様が他の図柄と比較して、明らかに目立つことで他の図柄が混在している中ではっき
りと区別することができて、遊技者が容易に判別し易いことを意味する。この「視覚的に
認識し易い態様」の図柄の中には、「７（セブン）」や「ＢＡＲ（バー）」や「Ｖ（ブイ
）」等のように遊技機10（スロットマシン等）において従来から大きな利益を遊技者に付
与する代表的な図柄として慣習的に使用され、遊技者に広く一般的に認識されているよう
なものが含まれる。
　ここで、「図柄配列方向に前記地模様510が設けられた第１リール地模様部530と、この
第１リール地模様部530の前記地模様510と同一の地模様510が設けられた第２リール地模
様部540とを有し、」の「地模様510が設けられ」とは、リール62の表面に当該地模様510
が印刷により描かれるようなものや、地模様510が描かれたシール等が貼付されるものや
、リール62の表面をエンボス加工により凹凸の形状で地模様510を形成するようなものが
含まれる。
【００１１】
　また、本発明に係る遊技機10は、さらに、前記リール演出実行手段200は、前記特殊地
模様520を構成する複数の地模様510の一部がずれた状態で前記リール演出を実行する場合
、前記第２リール地模様部540の範囲内で前記リール演出を実行することを特徴とする。
　本発明では、特殊地模様520を構成する複数の地模様510の一部がずれた状態でリール演
出を実行するような場合にも、特殊図柄580が周辺に配置されていない第２リール地模様
部540の範囲内でリール演出が実行される。特殊図柄580が一緒に停止したり低速で回転す
る等のリール演出が行われずに、特殊図柄580が配置されていない特殊地模様520だけでリ
ール演出が行われることにより、遊技者が特殊図柄580に惑わされることなく当該リール
演出を確実に実施することができる。
【００１２】
　ここで、「前記特殊地模様520を構成する複数の地模様510の一部がずれた状態で前記リ
ール演出を実行する」の「一部がずれた状態」とは、例えば、複数のリール62により特殊
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地模様520を構成している場合から、そのうちの１つのリール62が僅かに１コマだけ上方
又は下方にずれているような状態が含まれる。また、「一部がずれた状態」の「リール演
出」とは、そのように特殊地模様520の構成のうち僅かに一部がずれた状態で、図柄表示
窓部16内に停止するようなものや、そのずれた状態のまま低速度で正回転又は逆回転する
ようなものや、そのずれた状態のまま上下に回転方向を反転する（振動する）ようなもの
が含まれる。
【００１３】
　また、本発明に係る遊技機10は、さらに、前記リール演出実行手段200は、前記リール
演出で前記特殊地模様520を停止させる場合、全ての前記リール62により前記第２リール
地模様部540の範囲内の特定の前記図柄の組合せ（以下、「準備目600」とする。）を停止
させ、その後、前記リール62を再度回転させた後に前記第２リール地模様部540の前記特
殊地模様520を停止させることを特徴とする。
　本発明のリール演出では、前回遊技のリール62の回転停止位置から回転開始させ、一旦
、準備目600を停止させて、その後に特殊地模様520を停止させるようにしている。このた
め、準備目600を停止させるまでは、前回遊技のリール62の停止位置から準備目600のリー
ル62の停止位置へ至るまでのリール62の回転量を演算処理により算出し、この算出した値
に基づいてリール62を回転させることで準備目600を停止させている。すなわち、前回遊
技のリール62の回転停止位置毎にそれぞれ演算処理を行い、それに基づいてリール62の回
転制御処理を実施する必要がある。
【００１４】
　一方、その後の準備目600から特殊地模様520を停止させる等の各種のリール演出の回転
制御は、準備目600を基準とした準備目600からの回転量であるため、各リール演出に応じ
て予め算出して記憶してある全て共通のものを使用することができる。
　準備目600から特殊地模様520を停止させるまでのリール演出の回転制御は、複雑な演算
処理をすることなく予め記憶してあるものを使用することができ、当該部分のリール62の
制御処理を簡単なものにすることができる。これにより、準備目600から特殊地模様520を
停止させるまでのリール演出の内容が複雑であったり、何パターンもあるような場合であ
っても、複雑な演算処理を実施することなく予め記憶したデータを用いるだけで停止制御
処理を行うことができる。結果として、準備目600を停止させずに全て演算処理を行って
いきなり特殊地模様520の停止やそれに関連するリール演出を行うようなものよりも、リ
ール62の停止制御処理を簡単なものにすることができる。
【００１５】
　また、準備目600は、特殊図柄580を有していない第２リール地模様部540の範囲内の特
定の図柄の組合せであるため、準備目600を停止させても準備目600の付近に特殊図柄580
が停止しない。これにより、そのような特殊図柄580によって何か有利な状況が発生した
と遊技者に勘違いさせる恐れがない。
　また、準備目600を停止させた後に実施される第２リール地模様部540の特殊地模様520
への回転量も少なくて済み、当該特殊地模様520を用いたリール演出へスムーズに移行さ
せることができる。
　なお、ここで、「準備目600を停止させ、その後、前記リール62を再度回転させた後に
」とは、「全てのリール62の回転を停止させて、準備目600を有効ライン86上に停止させ
、その後、リール62を再度回転させた後に、」という意味が含まれる。
【００１６】
　なお、準備目に対応する図柄の位置は、第２リール地模様部540の範囲の中からさらに
限定してもよい。具体的には、第１リール地模様部530と第２リール地模様部540との境界
に隣接する第１リール地模様部530に特殊図柄580が配置されても（すなわち特殊図柄580
が第１リール地模様部530の一番下又は一番上に配置されても）図柄表示窓13内に特殊図
柄580が出現しないように準備目の位置を限定してもよいものである。例えば、準備目600
に対応する図柄の配置可能な範囲を、第１リール地模様部530と第２リール地模様部540と
の境界線から３コマ以上、第２リール地模様部540側に入り込んだ範囲に限定してもよい
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。このようにすると、第１リール地模様部530の一番下に特殊図柄580が配置され有効ライ
ン86がいかなる位置に設けられても図柄表示窓部16内に特殊図柄580を出現させないよう
にすることができる。このように、準備目に対応する図柄を設ける位置を、第２リール地
模様部540の範囲の中でも、さらに第１リール地模様部530との境界線から離れる方向に限
定してもよいものである。なお、ここで、上述した準備目600に対応する図柄を配置させ
る範囲を、有効ライン86の位置によって変動させてもよい。例えば、有効ライン86が下段
の図柄を結ぶラインである場合に図柄表示窓部16内に特殊図柄580を出現させないように
するためには、準備目600に対応する図柄の配置可能な範囲は前記境界線から３コマ以上
、第１リール地模様部530側に入り込んだ範囲となる。また、有効ライン86が中段の図柄
を結ぶラインである場合には、前記境界線から２コマ以上、第１リール地模様部530側に
入り込んだ範囲となる。また、有効ライン86が上段の図柄を結ぶラインである場合には、
前記境界線から１コマ以上、第１リール地模様部530側に入り込んだ範囲、すなわち、第
１リール地模様部530の範囲内であればよいものとなる。
【００１７】
　また、本発明に係る遊技機10は、さらに、前回の前記リール62の停止位置から前記準備
目600を停止させるための第１の停止制御情報を演算処理により算出するリール回転量演
算手段210と、前記準備目600の位置から前記特殊地模様520を停止させるための第２の停
止制御情報を予め記憶したリール回転量記憶手段220とを有し、前記リール演出実行手段2
00は、前記リール演出で前記特殊地模様520を停止させる場合、前記第１の停止制御情報
に基づいて前記準備目600を停止させ、その後、前記リール62を再度回転させた後に前記
第２の停止制御情報に基づいて前記特殊地模様520を停止させることを特徴とする。
【００１８】
　本発明では、リール演出で特殊地模様520を停止させる場合、先ずリール回転量演算手
段210が、前回のリール62の停止位置から準備目600を停止させるための第１の停止制御情
報を演算処理により算出する。この第１の停止制御情報を得るためには、前回遊技のリー
ル62の回転停止位置毎にそれぞれ演算処理を行う必要がある。そして、リール演出実行手
段200が、その第１の停止制御情報に基づいて準備目600を停止させている。
　リール回転量記憶手段220が、その準備目600の位置から特殊地模様520を停止させるた
めの第２の停止制御情報を予め記憶している。
　リール演出実行手段200は、その準備目600を停止させている状態から、その後、リール
62を再度回転させ、その第２の停止制御情報に基づいて、特殊地模様520を停止させる。
このリール回転量記憶手段220に予め記憶している第２の停止制御情報は、準備目600を基
準とした準備目600からのリール62の回転量であるため、各リール演出に応じて予め算出
して記憶してある全て共通のものを使用することができる。これにより、準備目600の停
止を介さずに、いきなり、特殊地模様520の停止やそれに関連する全てのリール演出を開
始させるよりも、リール62の回転制御の演算処理を簡単にすることが可能となる。
【００１９】
　第１の停止制御情報は、リール回転量演算手段210により前回のリール62の停止位置か
ら準備目600を停止させるための演算処理により算出されるが、第２の停止制御情報は、
リール回転量記憶手段220により予め記憶されているものである。
　これにより、準備目600から特殊地模様520を停止させるリール演出に関しては複雑な動
作が何パターンあっても、前回のリール62の停止位置に基づく個別の演算処理を行うこと
なくリール回転量記憶手段220に予め記憶した第２の停止制御情報を迅速且つ簡単に得る
ことができる。結果として、特殊地模様520を停止させるための全体の停止制御処理を容
易なものにすることができる。
【００２０】
　また、本発明に係る遊技機10は、さらに、各リール62における前記準備目600を構成す
る前記図柄から前記第２リール地模様部540の前記特殊地模様520を構成する前記図柄の中
心位置までの回転量は、全リール62で同一になっていることを特徴とする。
　準備目600から第２リール地模様部540の特殊地模様520までの回転量が全リール62で同
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一であるため、全リール62の準備目600を構成する図柄が揃った状態のままの回転演出（
いわゆる全回転演出）を行うことができ、全リール62において準備目600から共通の回転
量で当該特殊地模様520を停止させることができる。これにより、回転量や回転速度等の
リール62の回転に関するデータに関して全リール62で共通のデータを使用することができ
、リール演出の回転制御を容易なものにすることができる。
【００２１】
　また、本発明に係る遊技機10は、さらに、前記第１リール地模様部530の前記特殊地模
様520の中心と、この特殊地模様520上に配置されて前記図柄表示窓部16内に停止する複数
の前記図柄の中心とは一致しないように配置され、前記第２リール地模様部540の前記特
殊地模様520の中心と、この特殊地模様520上に配置されて前記図柄表示窓部16内に停止す
る複数の前記図柄の中心とは一致するように配置されていることを特徴とする。
　本発明では、リール演出を実施する第２リール地模様部540の特殊地模様520の中心と、
この特殊地模様520上に配置されて図柄表示窓部16内に停止する複数の図柄の中心とが一
致している。このため、第２リール地模様部540以外、すなわち第１リール地模様部530の
図柄550と特殊地模様520との位置関係がどのようになっても、第２リール地模様部540に
よるリール演出に影響を及ぼさない。すなわち、第１リール地模様部530の図柄配置によ
り、結果としてリール62の周囲の図柄数が偶数個及び奇数個のいずれであってもよいこと
になる。このため、リール演出において、前記特殊地模様520を停止させる場合、停止し
た特殊地模様520とそれに重なる複数の図柄の中心が常に一致することになり、図柄を停
止位置の基準として図柄表示窓部16内に停止させても、この図柄表示窓部16内に特殊地模
様520も中心がずれることなく、停止位置の配置のバランスがとれたきれいな状態で停止
させることができる。
【００２２】
　また、本発明に係る遊技機10は、さらに、前記リール演出実行手段200は、前記フリー
ズ状態中、前記準備目600を停止させた後、所定の操作スイッチ（例えばスタートスイッ
チ40）の操作を契機に前記リール62を再度回転させて前記第２リール地模様部540の前記
特殊地模様520を停止させ、その後に前記リール62を再度回転させて前記準備目600を停止
させる前記リール演出を連続して繰り返し実行可能としたことを特徴とする。
　本発明は、フリーズ状態中、準備目600を停止させた後、操作スイッチの操作を契機に
、リール62を再度回転させて、第２リール地模様部540の特殊地模様520を停止させ、その
後にリール62を再度回転させて準備目600を停止させるリール演出を連続して繰り返し実
行することができる。遊技者に利益を付与する場合に前記リール演出を実行するようにす
ることで、繰り返し停止させる特殊地模様520を見せることで遊技者への利益付与の報知
をインパクトのあるものにすることができる。
【００２３】
　なお、ここで、操作スイッチは、フリーズ状態中に遊技者が操作可能なスイッチであれ
ば良いものであって、例えば、スタートスイッチ40、スタートスイッチ40、マックスベッ
トスイッチ34、シングルベットスイッチ32等が含まれる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明は、以上のように構成されているので、以下に記載されるような効果を奏する。
　本発明によれば、遊技者が図柄（特殊図柄）に惑わされることなく、特殊地模様による
報知演出を確実に実施することができ、遊技者に勘違いさせる恐れがないようにした遊技
機を提供することができる。
　本発明によれば、さらに、特殊図柄が配置されていない特殊地模様だけでリール演出が
行われることで遊技者が特殊図柄に惑わされることなく当該リール演出を確実に実施する
ことができる遊技機を提供することができる。
　本発明によれば、さらに、準備目を停止させずに全て演算処理を行って特殊地模様の停
止やそれに関連するリール演出を行うようなものよりも、リールの停止制御処理を簡単な
ものにすることができる遊技機を提供することができる。
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【００２５】
　本発明によれば、さらに、準備目から特殊地模様を停止させるリール演出に関しては、
前回のリールの停止位置に基づく個別の演算処理を行うことなくリール回転量記憶手段に
予め記憶した第２の停止制御情報を迅速且つ簡単に得ることができ、特殊地模様を停止さ
せるための全体の停止制御処理を容易なものにすることができる遊技機を提供することが
できる。
　本発明によれば、さらに、リールの回転に関するデータに関して全リールで共通のデー
タを使用することができ、リール演出の回転制御を容易なものにすることができる遊技機
を提供することができる。
【００２６】
　本発明によれば、さらに、リール演出において、特殊地模様を停止させる場合、特殊地
模様とそれに重なる複数の図柄の中心が常に一致することになり、図柄を停止位置の基準
として図柄表示窓部内に停止させても、この図柄表示窓部内に特殊地模様も中心がずれる
ことなく、停止位置の配置のバランスがとれたきれいな状態で停止させることができる遊
技機を提供することができる。
　本発明によれば、さらに、繰り返し停止させる特殊地模様を見せることで遊技者への利
益付与の報知をインパクトのあるものにすることができる遊技機を提供することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の実施の形態であって、遊技機を示す外観正面図である。
【図２】本発明の実施の形態であって、各リールに設けてある図柄及び地模様の配置を示
す図である。
【図３】本発明の実施の形態であって、図柄を省略して各リールに設けてある地模様の配
置を示す図である。
【図４】本発明の実施の形態であって、地模様を省略して各リールに設けてある図柄の配
置を示す図である。
【図５】本発明の実施の形態であって、図柄を省略して各リールに設けてある地模様の配
置を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態であって、各リールに設けてある図柄と地模様との位置関係
を示す図であって、（Ａ）は図柄番号０～３に設けてある図柄と地模様との位置関係を示
す図、（Ｂ）は図柄番号３～６に設けてある図柄と地模様との位置関係を示す図、（Ｃ）
は図柄番号６～９に設けてある図柄と地模様との位置関係を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態であって、各リールに設けてある図柄と地模様との位置関係
を示す図であって、（Ａ）は図柄番号１０～１４に設けてある図柄と地模様との位置関係
を示す図、（Ｂ）は図柄番号１３～１７に設けてある図柄と地模様との位置関係を示す図
、（Ｃ）は図柄番号１６～２０に設けてある図柄と地模様との位置関係を示す図である。
【図８】本発明の実施の形態であって、遊技機の入力、制御及び出力を示すブロック図で
ある。
【図９】本発明の実施の形態であって、特別役の図柄組合せ等を示す図である。
【図１０】本発明の実施の形態であって、再遊技役の図柄組合せ等を示す図である。
【図１１】本発明の実施の形態であって、小役（入賞役）の図柄組合せ等を示す図である
。
【図１２】本発明の実施の形態であって、特殊リプレイ役の重複当選役（同時当選役）の
停止操作順序を示す図である。
【図１３】本発明の実施の形態であって、再遊技役の図柄組合せを示す図である。
【図１４】本発明の実施の形態であって、小役（入賞役）の重複当選役（同時当選役）の
停止操作順序を示す図である。
【図１５】本発明の実施の形態であって、第３リール演出開始時のリール演出パターンを
示す図である。
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【図１６】本発明の実施の形態であって、第３リール演出Ａのリール演出パターンを示す
図である。
【図１７】本発明の実施の形態であって、第３リール演出Ｂのリール演出パターンを示す
図である。
【図１８】本発明の実施の形態であって、第３リール演出終了時のリール演出パターンを
示す図である。
【図１９】本発明の実施の形態であって、第１～第４リール演出の抽選テーブルである。
【図２０】本発明の実施の形態であって、準備目の図柄番号を示す準備目情報テーブルで
ある。
【図２１】本発明の実施の形態であって、第３リール演出の演出制御テーブルである。
【図２２】本発明の実施の形態であって、第３リール演出Ａ、Ｂの抽選テーブルである。
【図２３】本発明の実施の形態であって、第３リール演出開始時のリール演出制御テーブ
ルである。
【図２４】本発明の実施の形態であって、第３リール演出Ａ、第３リール演出Ｂ及び第３
リール演出終了時のリール演出制御テーブルである。
【図２５】本発明の実施の形態であって、メイン制御部における遊技制御処理を示すフロ
ーチャートである。
【図２６】本発明の実施の形態であって、メイン制御部におけるリール演出処理を示すフ
ローチャートである。
【図２７】本発明の実施の形態であって、メイン制御部における第３リール演出処理を示
すフローチャートである。
【図２８】本発明の実施の形態であって、メイン制御部における第３リール演出処理を示
すフローチャートである。
【図２９】本発明の実施の形態であって、メイン制御部におけるリール回転制御処理を示
すフローチャートである。
【図３０】本発明の実施の形態であって、メイン制御部における繰り返し回数算出処理を
示すフローチャートである。
【図３１】本発明の実施の形態であって、サブ制御部における第３リール演出の制御処理
を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本明細書では、各説明箇所において、方向についての定義等が示されていない場合には
、遊技機10の方を向いて位置している遊技者から見て、遊技機10から遊技者の手前側に向
かう方向を「前方向」とし、その逆方向を「後方向」とする。また、同様に、「左方向」
や「右方向」等の左右方向も、遊技者から見た場合の左方向や、右方向を意味する。同様
に、各部材の説明においても、方向についての定義等が示されていない場合には、各部材
を、遊技機10の所定位置に固定した状態における遊技者から見た方向を意味する。
　本実施の形態に係る遊技機10としてのスロットマシンを、以下、図１を参照しながら説
明する。本実施の形態に係る遊技機10としてのスロットマシンは、前方向に向かって開口
する正面開口を有する四角箱状の筐体12と、この筐体12の正面開口を開閉自在に覆う前扉
14とを備えている。
【００２９】
　前扉14の上部には、薄板樹脂からなる上パネル20を備えている。この上パネル20の略中
央には、３個のリール62（正面から向かって左側の左リール64、中央の中リール66、右側
の右リール68）の円周上の図柄550を見ることができる透過可能な図柄表示窓部16が形成
されている。この図柄表示窓部16は、３個全てのリール62の回転が停止した際には、縦３
列横３行に配置した合計９個の図柄550を遊技者に見せるように形成されている。この図
柄表示窓部16は、リール62の正面側に設けられて、リール62の回転が停止した際、後述す
る有効ライン86上に停止している複数の図柄550を視認するためのものである。リール62
は、複数の図柄550を図柄表示窓部16を介して変動表示可能なものである。
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【００３０】
　前記図柄表示窓部16の奥には、３個の駆動モータによって表示手段84としてのリール62
を回転させるためのリールユニット60が配置されている。
　前記前扉14には、遊技者に役抽選の当選等の種々の情報を音や光や映像で報知させる報
知手段70が形成されている。この報知手段70は、前扉14に配置されたスピーカー72と、表
示手段84と、演出用ランプ78とを備えている。
　前記スピーカー72は、前扉14の上部左右に配置された上部スピーカー74と、前扉14の下
部左右に配置された下部スピーカー76とを備えている。
　前記表示手段84は、その画面に種々の映像を表示するための表示デバイスであり、動画
を含んだ映像の表示を行うための液晶表示装置を有する演出ユニットを構成するものであ
る。
【００３１】
　前記演出用ランプ78は、前扉14の上部に配置された上部ランプ80と、前扉14の下部に配
置された下部ランプ82とを備えている。
　前記前扉14の下部には下パネル22が設けられている。そして、前扉14には下パネル22の
上に位置して前扉14の前方向へ向けて突出する操作部30を備えている。
　本実施の形態に係る遊技機10には、遊技開始の条件として投入するためのメダルを後述
するメダル投入口38からあらかじめ投入して、最大５０枚までクレジットメダルとして内
部に貯留可能なクレジット機能（投入枚数を電子データとして電子的に記憶し管理する機
能）を有している。なお、このクレジットメダルとして貯留可能な最大枚数である５０枚
を最大クレジットメダル数とする。
【００３２】
　前記メダル投入口38の下には、クレジット機能によりクレジットしたメダルの全てを払
い出すための精算スイッチ36が設けられている。この精算スイッチ36の左側には、操作に
より対応するリール62の回転を停止させるため、３個のリール62のそれぞれに対応する３
個のストップスイッチ50が設けられている。このストップスイッチ50は、左リール64を停
止させるための左ストップスイッチLと、中リール66を停止させるための中ストップスイ
ッチCと、右リール68を停止させるための右ストップスイッチRとを有している。すなわち
、これらのストップスイッチ50は、複数のリール62それぞれに対応して設けられ、複数の
リール62の図柄550の変動表示の開始後、遊技者の操作によりリール62の図柄550の変動表
示を個別に停止させるためのものである。このストップスイッチ50の左側には、メダルの
投入又はベットスイッチの操作を条件にリール62の回転を開始させるためのスタートスイ
ッチ40が設けられている。すなわち、このスタートスイッチ40は、遊技者の操作によりリ
ール62の図柄550の変動表示を開始させるためのものである。このスタートスイッチ40の
上には、クレジットしたメダル数から最大投入枚数（具体的には３枚）に達するまで投入
可能なメダル数を減じて３枚のメダル投入に代えるマックスベットスイッチ34と、クレジ
ットしたメダル数を１枚減じて１枚のメダル投入に代えるシングルベットスイッチ32とが
設けられている。
【００３３】
　前記前扉14の下部の奥には、いわゆるホッパーユニットであって、メダルを貯留するこ
とができるとともに、メダルを払い出すことができる貯留払出手段24（図８参照）と、電
源投入又は電源遮断のための操作が可能な電源スイッチを有すると共に各部品に電力を供
給するための電源装置（図示せず）とが配置されている。
　そして、前扉14の下部には、所定の場合に貯留払出手段24からメダルが払い出されるメ
ダル払出口28が形成されている。このメダル払出口28の下方には、メダル払出口28から払
い出されたメダルを貯留するため、上方に向かって開口する皿状のメダル受け皿26が形成
されている。なお、クレジットされているメダル数が最大クレジットメダル数である５０
枚未満の場合は、５０枚に到達するまで、獲得したメダルはメダル払出口28から払い出さ
れずにクレジットメダルの枚数に加算される。
【００３４】
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　本実施の形態に係る遊技機10は、マックスベットスイッチ34等の操作又はメダル投入に
より所定枚数のメダルを投入することにより遊技の開始を可能とするものである。そして
、スタートスイッチ40の押下操作により、リール62の回転を開始させて遊技が開始される
とともに、役抽選が行われる。そして、当該遊技機10は、各リール62に対応するストップ
スイッチ50の操作タイミング及び役抽選の結果に基づいて、リール62の回転を役抽選の結
果に適合するように停止させる。当該遊技機10は、停止時の図柄550の組合せによって、
当選した役を構成する図柄550の組合せが所定の有効なライン（所定の役の図柄550の組合
せが当該ライン上に揃ったときに所定の利益が付与されるラインのことであり、以下、有
効ライン86とする。）上に停止した場合に、入賞等となり、所定枚数のメダルを払い出す
等の所定の利益を遊技者に付与する。これにより、１回の遊技が終了するものである。
【００３５】
　なお「有効ライン86」は後述の停止図柄判定手段150の判定対象となるラインを意味し
、後述する小役の「入賞」等は有効ライン86上に役に対応した図柄550の組合せが揃うこ
とを意味する。本実施の形態の有効ライン86は、各リール62の中段を結んだ１本のみから
なるものである。
　図２に示すように、左リール64、中リール66及び右リール68の表面には、「７」、「Ａ
」、「Ｂ」、「Ｃ」、「Ｄ」、「Ｅ」、「Ｗ」、「Ｘ」、「Ｙ」等の複数の種々の図柄55
0が形成されている。前記図柄550は、複数種類の通常図柄560と、通常図柄560とは態様が
異なり通常図柄560よりも視覚的に認識し易い態様の特殊図柄580とを有している。この通
常図柄560は、上述した「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」、「Ｄ」、「Ｅ」、「Ｗ」、「Ｘ」、「
Ｙ」の図柄550であり、特殊図柄580は、上述した「７」の図柄550である。
【００３６】
　具体的には、図面中の記号「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」、「Ｄ」、「Ｅ」で示す通常図柄56
0は、順に、「クジラ」、「カメ」、「フグ」、「タイ」、「イカ」を模したデザイン（
態様）であり、記号「Ｗ」、「Ｘ」、「Ｙ」で示す通常図柄560は、順に「タコ」、「イ
ルカ」、「サメ」を模したデザイン（態様）である。これらの通常図柄560は、デザイン
（態様）が異なるものの、全体的な色彩が同じ灰色となっており、特殊図柄580の赤色の
赤７図柄をより目立たさせる色彩になっている。また、特殊図柄580を目立たせるため、
全体的に通常図柄560は特殊図柄580よりもサイズ（寸法）を小さくしている。しかも、左
リール64及び右リール68においては、通常図柄560を、各リールテープ500の幅方向に対す
る中心から少し中リール66寄りにずらして設けているため、地模様510の形状が遊技者へ
認識し易くなっている。
【００３７】
　なお、ここで、「複数種類の通常図柄560」とあるが、必ずしも「複数種類」に限定さ
れるものではなく、通常図柄560は１つの種類の通常図柄560を複数設けるようにしてもよ
く、また、複数の種類の通常図柄560を１個だけ設けるようにしてもよいものである。
　この特殊図柄580である「７」図柄550は、視覚的に認識し易い態様となっているもので
あって、遊技者から見て、形状、色（具体的には赤色）及び発光する光の強さにより、具
体的には、リールテープ500の背面側から赤色ＬＥＤによ赤色に発光することにより図柄5
50の態様が他の図柄550と比較して、明らかに目立つことで他の図柄550が混在している中
ではっきりと区別することができて、遊技者が容易に判別し易いように構成されている。
【００３８】
　また、この特殊図柄580の「７（セブン）」は、スロットマシンにおいて従来から大き
な利益を遊技者に付与する代表的な図柄として慣習的に使用され、遊技者に広く一般的に
認識されている。また、特殊図柄580は、３つのリール62の全てに含まれているが、特に
これに限定されるものではなく、３つのリール62の中のいずれか１つにだけ含まれるよう
にしてもよく、また、３つのリール62の中のいずれか２つにだけ含まれるようにしてもよ
い。
　これら図柄550は、それぞれの絵柄がプリントされたテープをリール62の外周表面に貼
付することで形成されている。なお、図２の図柄番号（コマ番号）は、リール62の外周表
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面に物理的に付されているものではなく、仮想的な番号であって、各図柄550の停止を制
御するためのプログラムで特定の図柄550を指定するためのものである。
【００３９】
　各リール62毎に、図柄550が表示されている領域の背景となる領域には、そのリール62
の図柄配列方向に連続する地模様510が複数設けられている。
　ここで、「連続する地模様510」は、本実施の形態のように図柄表示窓部16を通じて視
認される３個の図柄550分だけ上下方向に連続させるものが好適である。そのようにする
と、特定の特殊地模様520を停止させた場合、図柄表示窓部16を通じて視認される背景領
域が、当該特殊地模様520で埋まってしまい、意図しない別の特殊地模様520が一緒に表示
されるようなことが発生しないようにすることが可能となり、遊技者に誤解を与えるよう
なことを抑えることができる。
【００４０】
　ここで、リール62の図柄配列方向に連続する地模様510とは、本実施の形態のように３
個の図柄550分だけ連続する地模様510を設ける場合には、図柄550の配列方向（上下方向
）に沿って並ぶ３個の図柄550を跨ぐように、３個の連続する図柄550の背景領域に１つの
地模様510が形成されているものである。なお、地模様510は、この３個の連続する図柄55
0に跨るように限定されるものではなく、図柄配列方向（上下方向）に２個の図柄550分だ
け連続する地模様510を設けてもよいものであり、かかる場合には、図柄配列方向（上下
方向）に沿って並ぶ２個の図柄550を跨ぐように、２個の図柄550の背景領域に１つの地模
様510が形成されるようにしてもよいものである。
【００４１】
　図柄表示窓部16内に連続する地模様510を設けるような場合に、本実施の形態のように
図柄表示窓部16内の上段、中段、下段の全てを使って３個の連続する図柄に跨るように形
成してもよいが、特にこれに限定されるものではない。具体的には例えば上段、中段の２
個の連続する図柄に跨るように連続する地模様510を設けて、下段には地模様510を設けな
いようにしてもよく、また、中段、下段の２個の連続する図柄に跨るように連続する地模
様510を設けて、上段には地模様510を設けないようにしてもよいものである。
　さらに、例えば上段、中段の２個の連続する図柄に跨るように連続する地模様510を設
けて、且つ、下段及びその下段の１つ下の２個の連続する図柄に跨るように連続する別の
地模様510を設けてもよい、このときは、図柄表示窓部16の上段及び中段に連続する地模
様510が表示され、下段に別の地模様510の一部が表示されることになる。
【００４２】
　また、例えば中段、下段の２個の連続する図柄に跨るように連続する地模様510を設け
て、且つ、上段及びその上段の１つ上の２個の連続する図柄に跨るように連続する別の地
模様510を設けてもよい、このときは、図柄表示窓部16の中段及び下段に連続する地模様5
10が表示され、上段に別の地模様510の一部が表示されることになる。
　また、この「連続する地模様510」には、１つの図柄550のみを跨ぐように、１個の図柄
550の背景領域にだけ設けるようなものは含まれない。
　また、この「連続する地模様510」は、第１リール地模様部530と、第２リール地模様部
540とのそれぞれに少なくとも１つ設けるため、少なくとも２つは必要になる。
【００４３】
　複数（３個）のリール62が特定の位置で停止したときに、図柄表示窓部16内に停止した
複数の地模様510が一体となって全体で１つの特殊地模様520を形成している。
　リール62の全周に渡って複数の特殊地模様520が表示されるように地模様510が設けられ
ている。本実施の形態に係る遊技機10では、遊技者に利益を付与する場合に特殊地模様52
0を図柄表示窓部16内に停止可能としている。
　前記各リール62は、図柄番号０～９の範囲において図柄配列方向に地模様510が設けら
れた第１リール地模様部530と、図柄番号１０～２０の範囲において第１リール地模様部5
30の地模様510と同一の地模様510が設けられた第２リール地模様部540とを有している。
【００４４】
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　第１リール地模様部530の範囲の図柄550には、通常図柄560（「Ｘ」等）と、特殊図柄5
80（「７」）との両方が配置されている。
　第２リール地模様部540の範囲の図柄550には、特殊図柄580（「７」）が配置されずに
通常図柄560（「Ｘ」等）のみが配置されている。
　図３に示すように、リールテープ500の表面から図柄550を省略して地模様510だけを示
すと、図柄配列方向に６つの特殊地模様520が並んで配置されている。第１リール地模様
部530では、リール62の図柄番号０～９の領域に、３種類の特殊地模様520が設けられ、第
２リール地模様部540では、リール62の図柄番号１０～２０の領域に、第１リール地模様
部530と同一の３種類の特殊地模様520が設けられている。
【００４５】
　なお、地模様510及び特殊地模様520の一部には、背面側の光を透過可能な領域（光透過
領域）が設けられている。リールテープ500の背面側に設けたＬＥＤ等のバックライトに
より、光透過領域を介して地模様510及び特殊地模様520の一部を光らせて、地模様510や
特殊地模様520が明瞭に認識されるように形成されている。
　図３を用いてさらに詳細に説明する。図柄番号０～３の領域には３つのリール62に跨る
特殊地模様520として、「大きな７」や「でっかいセブン」を意味するデカ７（セブン）5
21が設けられている。
　図柄番号４～５の領域には、左リール64の地模様510として星524が設けられ、中リール
66の地模様510として月525が設けられ、右リール68の地模様510として太陽526が設けられ
、これらの星524、月525及び太陽526を組み合わせた全体により特殊地模様520としての星
月太陽522が設けられている。
【００４６】
　図柄番号６～９の領域には、３つのリール62に跨る特殊地模様520として、「三叉の矛
」を意味するトライデント523が設けられている。
　各リール62の特殊地模様520は、リール62毎に異なる特定の配列パターンが２つ形成さ
れることで、リール62全体に設けられている。
　具体的には、左リール64における特定のパターンは、デカ７（セブン）521の左側部分
を構成する地模様510と、星524の地模様510と、トライデント523の左側部分を構成する地
模様510とを順に配置したものである。このパターンが左リール64に２つ形成されること
で、左リール64の全周に渡って当該パターンが設けられている。
【００４７】
　同様に、中リール66における特定のパターンは、デカ７（セブン）521の中央部分を構
成する地模様510と、月525の地模様510と、トライデント523の中央部分を構成する地模様
510とを順に配置したものである。このパターンが中リール66に２つ形成されることで、
中リール66の全周に渡って当該パターンが設けられている。
　同様に、右リール68における特定のパターンは、デカ７（セブン）521の右側部分を構
成する地模様510と、太陽526の地模様510と、トライデント523の右側部分を構成する地模
様510とを順に配置したものである。このパターンが右リール68に２つ形成されることで
、右リール68の全周に渡って当該パターンが設けられている。
【００４８】
　この図柄番号０～９の領域におけるデカ７（セブン）521、星月太陽522及びトライデン
ト523の３種類の特殊地模様520により、第１リール地模様部530が構成されている。
　上述した第１リール地模様部530のデカ７（セブン）521、星月太陽522及びトライデン
ト523の３種の特殊地模様520と同一の態様からなる特殊地模様520が、図柄番号１０～２
０にも同様に設けられ、かかる図柄番号１０～２０におけるデカ７（セブン）521、星月
太陽522及びトライデント523の３種の特殊地模様520により、第２リール地模様部540が構
成されている。
　なお、地模様510と特殊地模様520との関係は、トライデント523やデカ７（セブン）521
のように、全体として縦方向及び横方向に連続して全体として一体となるようなものに限
定されるものではない。本実施の形態のように、星524、月525及び太陽526の３つの地模
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様510のように図柄550として連続しなくても、観念的に関連性があるようなものが集合す
ることで全体として１つの対応関係のある特殊地模様520としての星月太陽522が形成され
るようなものも含まれるものである。
【００４９】
　図４では、リールテープ500の表面から地模様510を省略して図柄550だけを示す。
　「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」、「Ｄ」、「Ｅ」、「Ｗ」、「Ｘ」、「Ｙ」の通常図柄560と
、「７」の特殊図柄580とにより図柄550が構成され、第１リール地模様部530の範囲の図
柄550には通常図柄560と特殊図柄580との両方が配置され、第２リール地模様部540の範囲
の図柄550には特殊図柄580が配置されずに通常図柄560のみが配置されている。
　図５に示すように、第１リール地模様部530の特殊地模様520の中心と、この特殊地模様
520上に配置されて図柄表示窓部16内に停止する複数の図柄（３個×３個の合計９個の図
柄）の中心とは一致しないように配置されている。
【００５０】
　第２リール地模様部540の特殊地模様520の中心と、この特殊地模様520上に配置されて
図柄表示窓部16内に停止する複数の図柄（３個×３個の合計９個の図柄）の中心とは一致
するように配置されている。
　ここで、図５における第１リール地模様部530の各特殊地模様520上に描かれている２本
の一点鎖線は、各特殊地模様520（デカ７（セブン）521、星月太陽522、トライデント523
）の前面側に設けられる図柄550の中心位置を結んだ線を示している。例えば、デカ７（
セブン）521と重なって描かれている２本の一点鎖線は、デカ７（セブン）521の前面側に
設けられる図柄550の組合せ（Ｘ、Ｙ、Ａ）の中心位置を結んだ線と、図柄550の組合せ（
７、Ｘ、Ｙ）の中心位置を結んだ線とを示している。
【００５１】
　同様に、図５における第２リール地模様部540の各特殊地模様520上に描かれている一点
鎖線も、各特殊地模様520（デカ７（セブン）521、星月太陽522、トライデント523）の前
面側に設けられる図柄550の中心位置を結んだ線を示している。例えば、デカ７（セブン
）521と重なって描かれている１本の一点鎖線は、デカ７（セブン）521の前面側に設けら
れる図柄550の組合せ（Ｗ、Ａ、Ｃ）の中心位置を結んだ線を示している。
　図６に示すように、仮に第１リール地模様部530の特殊地模様520を図柄表示窓部16の中
心に配置しようとしても、第１リール地模様部530の特殊地模様520の中心と、この特殊地
模様520上に配置されて図柄表示窓部16内に停止する複数の図柄の中心とは一致しないよ
うに配置されているため、各図柄550の中心が有効ライン86上に停止せず、各図柄550の停
止位置が有効ライン86により決定される正規の停止位置（各図柄550の中心が有効ライン8
6上に配置されるような位置）からずれてしまう。具体的には、例えば特殊地模様520とし
てのトライデント523の中心は、図柄番号６～８の図柄の中心となる図柄番号７の図柄の
中心にも一致せず、図柄番号７～９の図柄の中心となる図柄番号８の図柄の中心にも一致
しない。他の特殊地模様520であるデカ７（セブン）521や星月太陽522でも同様に中心が
一致しない。すなわち、図６に示すような停止位置となることはなく、第１リール地模様
部530の特殊地模様520にある図柄550を有効ライン86上に停止させると、第１リール地模
様部530の特殊地模様520の中心は、その特殊地模様520上に配置されて図柄表示窓部16内
に停止する複数の図柄（３個×３個の合計９個の図柄）の中心位置からずれて停止してし
まうことになる。
【００５２】
　図７に示すように、第２リール地模様部540の特殊地模様520を図柄表示窓部16の中心に
配置させると、第２リール地模様部540の特殊地模様520の中心と、この特殊地模様520上
に配置されて図柄表示窓部16内に停止する複数の図柄（３個×３個の合計９個の図柄）の
中心とは一致するため、各図柄550の停止位置が正規の停止位置と一致する。具体的には
、例えば特殊地模様520としてのトライデント523の中心は、このトライデント523上に配
置されて図柄表示窓部16内に停止する図柄番号１７～１９の図柄の中心となる図柄番号１
８の図柄の中心に一致する。他の特殊地模様520であるデカ７（セブン）521や星月太陽52
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2でも同様に中心が一致する。すなわち、第２リール地模様部540の特殊地模様520上にあ
る図柄550（３個×３個の合計９個の図柄）を有効ライン86上に停止させると、第２リー
ル地模様部540の特殊地模様520の中心は、図柄表示窓部16の中心位置に停止することにな
る。
【００５３】
　図８に示すように、遊技機10の内部には、遊技機10の全体の動作を制御するための制御
装置100が形成されている。前記制御装置100は、遊技を進行させて遊技状態を制御するメ
イン制御部110と、このメイン制御部110からの情報（コマンド）を受けて、遊技の進行に
応じた演出を制御し、主に遊技内容に関する情報を遊技者に報知する演出を行うために演
出状態を制御するサブ制御部400とを備えている。なお、メイン制御部110とサブ制御部40
0との間は、メイン制御部110への不正操作を防止するために、メイン制御部110からサブ
制御部400への一方向の通信により行われている。メイン制御部110は、役抽選を行うとと
もに、リールユニット60及び貯留払出手段24の作動を制御する。サブ制御部400は、メイ
ン制御部110から信号を入力し、表示手段84等の報知手段70の作動を制御する。サブ制御
部400の出力側には、報知手段70としてのスピーカー72、表示手段84、演出用ランプ78の
各パーツが接続されている。
【００５４】
　なお、特に図示していないが、メイン制御部110を有するメイン基板と、サブ制御部400
を有するサブ基板とは、それぞれ専用の基板ケースの内部に収納されている。具体的には
、メイン制御部110は、メイン基板ケースの内部に収納され、サブ制御部400は、サブ基板
ケースの内部に収納されている。そして、メイン基板ケースは、筐体12内部の奥側の上部
に固定され、サブ基板ケースは、筐体12内部の正面から向かって左側に固定されている。
　制御装置100は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｉ／Ｏポート（図示せず）を備えたマイク
ロコンピュータにより構成される。ＣＰＵは、タイマ割込などの割込機能を持ち、ＲＯＭ
に記憶されたプログラムを実行して、種々の処理を行う。ＲＯＭは、ＣＰＵが実行するプ
ログラムや各種テーブル等の固定的なデータを記憶し、ＲＡＭは、ＣＰＵがプログラムを
実行する際の一時的な記憶領域、例えば遊技機10の状態を記憶するための記憶領域や、役
抽選の抽選結果を記憶するための記憶領域として使用される。
【００５５】
　メイン制御部110は、遊技制御手段120、役抽選手段130、停止制御手段140、停止図柄判
定手段150、メイン側特典付与手段160（特典付与手段420）、フリーズ制御手段170、リー
ル演出抽選手段240、表示図柄抽選手段250、継続回数カウント手段260、継続率抽選手段2
70、継続抽選手段280、リール演出実行手段200、リール回転量演算手段210、リール回転
量記憶手段220、メイン側演出装置駆動手段230（演出装置駆動手段450）の各手段を有す
る。各手段の詳細については後述する。
　以上の構成をもって、メイン制御部110は、役の抽選を行い、リール62の回転及び停止
を制御し、リール62がすべて停止したときに停止図柄判定を行い、遊技の進行を行う手段
として機能することとなる。
【００５６】
　前記遊技制御手段120は、遊技を制御するためのものであって、メイン遊技を実行する
ためのものである。以下、本実施の形態における遊技について説明する。
　規定の賭け数（３枚）が設定されると、１本の有効ライン86（図１参照）が設定される
。なお、本実施の形態に係る遊技機10は、規定の賭け数として３が設定されている。賭け
数を設定する方法には、メダル投入口38からメダルを投入する方法と、シングルベットス
イッチ32又はマックスベットスイッチ34を操作することによってクレジットメダルを賭け
数として設定する方法とがある。そして、規定の賭け数（３枚）が設定されていることを
条件に、スタートスイッチ40を操作すると、賭け数が確定し、役抽選手段130により、複
数の役のいずれかに当選したか又はハズレかの抽選（役抽選）が行われる。また、役抽選
とほぼ同時に、前回の遊技でのリール62の回転開始時から所定の時間（本実施の形態では
、４．１秒）が経過しているか否かが判定され、所定の時間が経過すると、３個すべての
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リール62の回転が開始する。
【００５７】
　本実施の形態では、役として、大別すると、小役（メダルの払い出しを伴う役）、再遊
技役（遊技者所有のメダルを使用することなく次回の遊技を開始可能とする役、いわゆる
リプレイ役）、特別役（遊技状態の移行を伴う役）が設けられている。
　リール62の回転開始後、所定の条件（本実施の形態では、リール62を加速する処理を実
行した後、所定のセンサがリール62の回転位置が基準位置であることを検出すること）が
成立すると、ストップスイッチ50の操作が可能な状態（停止操作可能状態）となる。
　その後に、３個のストップスイッチ50のうち１個を操作すると、当該ストップスイッチ
50に対応したリール62の回転が停止する。そして、３個すべてのストップスイッチ50の操
作を終えると、３個すべてのリール62の回転が停止する。
【００５８】
　このとき、有効ライン86上に所定の図柄550の組合せが揃うと、当該図柄550の組合せに
対応した処理が行われる。本実施の形態に係る遊技機10は、有効ライン86上に予め定めら
れた図柄550の組合せが揃うと遊技者に利益が付与されるように形成されている。例えば
小役に対応した図柄550の組合せが有効ライン86上に揃うと、小役に対応した枚数のメダ
ルが遊技者に対して付与される。
　また、本実施の形態では、通常に行われる通常遊技状態と、この通常遊技状態よりも遊
技者へ付与される利益がより大きくなり得る特別遊技状態及び特殊遊技状態が設けられて
いる。前記特別遊技状態は、いわゆるボーナス遊技（チャレンジボーナス遊技（ＣＢＢ）
）を実行可能なボーナス遊技状態（ＣＢＢ遊技状態）がある。前記特殊遊技状態は、いわ
ゆるアシストタイム遊技（ＡＴ遊技）を実行可能なアシストタイム遊技状態（ＡＴ遊技状
態）と、リプレイタイム遊技（ＲＴ遊技）を実行可能なリプレイタイム遊技状態（ＲＴ遊
技状態）と、ＡＴ遊技とＲＴ遊技とを組合せたいわゆるアシストリプレイタイム遊技（Ａ
ＲＴ遊技）を実行可能なアシストリプレイタイム遊技状態（ＡＲＴ遊技状態）とがある。
【００５９】
　前記アシストタイム遊技状態（ＡＴ遊技状態）は、ストップスイッチ50の停止操作順序
や当選図柄等を報知することによって役に係る図柄550の組合せを有効ライン86上に揃っ
て停止させるためのアシストをする遊技状態である。このＡＴ遊技状態は、演出（報知手
段70を用いて実行する報知演出）に関するものであり、主に、サブ基板を有するサブ制御
部400により制御されるものである。
　前記リプレイタイム遊技状態（ＲＴ遊技状態）は、再遊技役（リプレイ役）の当選の確
率が通常遊技状態での遊技よりも高く（或いは低く）設定されたものである。このＲＴ遊
技状態は、メイン基板を有するメイン制御部110により制御される。
【００６０】
　前記アシストリプレイタイム遊技状態（ＡＲＴ遊技状態）は、ＡＴ遊技状態とＲＴ遊技
状態とを組合せたものである。
　本実施の形態では、スタートスイッチ40操作時に発生可能であり遊技を進行させること
ができない後述のフリーズ状態のもとで、リール62の回転や停止によるリール演出を実行
可能に設けられている。
　ボーナス遊技は、特別役であるボーナス移行役に当選し、さらにボーナス移行役に対応
した図柄の組合せが有効ライン86上に揃うと、揃った遊技の次回の遊技から開始される遊
技である。なお、ボーナス移行役は、当選時の遊技で有効ライン86上にボーナス移行役に
対応する図柄の組合せが揃わなくても、次回の遊技以降、有効ライン86上にボーナス移行
役に対応する図柄の組合せが揃うまでボーナス移行役に当選した状態が有効である。その
他の役は、当選時の遊技で有効ライン86上に役に対応する図柄の組合せが揃わなければ、
次回の遊技以降は無効となる。ボーナス遊技状態は、ボーナス遊技状態へ移行していない
遊技に比べ小役の当選確率が高くなるように設定されており、このため、通常遊技状態よ
りも遊技者に大きな利益が付与される可能性が高い遊技状態である。ボーナス遊技状態は
、ボーナス遊技状態中に遊技者へ払い出したメダルの総枚数が予め設定された枚数を超え
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たときに終了する。
【００６１】
　本実施の形態では、ボーナス遊技状態として、チャレンジボーナス遊技状態（ＣＢＢ）
が設けられている。チャレンジボーナス遊技状態は、全ての小役を当選状態にすることで
小役の入賞を容易にしているものである。なお、チャレンジボーナス遊技状態中は所定の
場合にストップスイッチ50の操作時から７５ｍｓ以内に停止させることになっており、通
常遊技状態よりもいわゆる滑りコマ数が少なくなっている。具体的には、本実施の形態に
係るチャレンジボーナス遊技状態では、右リール68は、右ストップスイッチRを停止操作
したときのタイミングで表示位置にある図柄と、その図柄の１コマ上の図柄との２コマの
範囲内の中から停止可能な、いわゆる「１コマすべり」の状態となっている。本実施の形
態に係るチャレンジボーナス遊技状態は３４枚を超える払出枚数で終了する。もちろん、
この終了条件は３４枚に限定されるものではなく、他の枚数でもよいものである。
【００６２】
　また、有効ライン86上に再遊技役（リプレイ役）に対応する図柄の組合せが揃うと、メ
ダルの払い出しはないものの、次回の遊技において遊技者所有のメダルを使用することな
く賭け数が自動的に設定され遊技を行うことができる。
　前記役抽選手段130は、メイン制御部110が備える手段であり、スタートスイッチ40の操
作を契機に、複数の役のいずれかに当選か又はハズレかの抽選（役抽選）を行うためのも
のである。役抽選手段130は、役に当選したか否かを決定するための抽選データを備えて
おり、メイン制御部110のＲＯＭ上に記憶されている。役抽選手段130は、予め定めた抽選
データと、所定範囲の整数値を繰り返してカウントするループカウンタを有する所定の乱
数発生手段（乱数発生回路）が発生した乱数のうちから抽出した乱数とを比較して、当選
か否かを判定する。なお、役抽選手段130による処理は、後述するステップ１１３（図２
５参照）において行われる。
【００６３】
　前記停止制御手段140は、メイン制御部110が備える手段であり、各リール62の回転を停
止させるためのものである。停止制御手段140は、役抽選手段130の抽選結果と、各ストッ
プスイッチ50が操作されたときの対応するリール62の回転位置とに基づいて、各リール62
の回転を停止させる。なお、停止制御手段140は、必要に応じて各ストップスイッチ50が
停止操作されるときの順番（停止操作順序）が所定の条件に適合しているか否かも停止さ
せる条件にする場合がある。停止制御手段140による処理は、後述するステップ１１５（
図２５参照）において行われる。
　前記停止図柄判定手段150は、メイン制御部110が備える手段であり、すべてのリール62
が停止した際における有効ライン86上の図柄の組合せを記憶するとともに入賞等の判定を
するためのものである。なお、停止図柄判定手段150による処理は、後述するステップ１
１６（図２５参照）において行われる。
【００６４】
　前記特典付与手段420としての前記メイン側特典付与手段160は、メイン制御部110が備
える手段であり、停止図柄判定手段150の判定結果に基づいて、メダル払い出し等の所定
の処理を行うためのものである。メイン側特典付与手段160は、停止図柄判定手段150の判
定結果、小役が入賞していると判定されるとメダルの払い出しを行う。
　また、メイン側特典付与手段160は、停止図柄判定手段150の判定結果、再遊技役（リプ
レイ役）に係る図柄の組合せが有効ライン86上に揃っていると、その旨をメイン制御部11
0のＲＡＭに記憶する。これにより、メイン制御部110は、次回の遊技において、遊技者所
有のメダルを使用しなくても遊技を可能とする。
【００６５】
　前記メイン側特典付与手段160は、特殊遊技において実行されるいわゆるリプレイタイ
ムゲーム（ＲＴゲーム）を付与する。なお、このメイン側特典付与手段160は、後述する
サブ側特典付与手段430と一緒になって、特殊遊技の上乗せ等の特典を遊技者に付与する
特典付与手段420を形成する。
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　前記メイン側特典付与手段160は、特殊遊技状態において実施されるリール演出を付与
する。このメイン側特典付与手段160は、メイン側演出装置駆動手段290を介して、フリー
ズ制御手段170によるフリーズ状態中にリール62の回転及び停止を実施するリール演出を
実行させる。
【００６６】
　前記フリーズ制御手段170は、スタートスイッチ40の操作を契機として遊技を一時的に
保留させて遊技を進行させることができないフリーズ状態を実行可能なものである。この
フリーズ状態中において、リール62の回転及び停止からなるリール演出が実行可能なもの
である。
　前記リール演出には、その演出内容の相違により、第１リール演出と、第２リール演出
と、第３リール演出と、第４リール演出との４種類が設けてある。第１リール演出及び第
２リール演出では、そのリール演出の具体的内容に関しては省略するが後述する準備目が
リール演出中に停止することはないものである。第３リール演出及び第４リール演出では
、後述する準備目がリール演出中に停止可能に設定されている。さらに、第３リール演出
には、特殊地模様520としてトライデント523を図柄表示窓部16に停止させる第３リール演
出Ａと、特殊地模様520としてデカ７（セブン）521を図柄表示窓部16に停止させる第３リ
ール演出Ｂとが設けてある。
【００６７】
　前記リール演出抽選手段240は、所定の場合にリール演出を実行するか否かを抽選によ
り決定するものである。具体的には、リール演出抽選手段240は、役抽選手段130の抽選結
果、予め定めたリール演出契機役に当選している場合に、その当選しているリール演出契
機役の種類に応じた抽選確率の抽選テーブルを用いて、リール演出を実行するか否かの抽
選を行う。その抽選テーブルに記憶されている抽選確率は、当選したリール演出契機役毎
に異なる数値に設定されている。
　さらに、前記リール演出抽選手段240は、上述したリール演出を実行するか否かの抽選
を行う際、上述した４種類のリール演出（第１～第４リール演出）のうちから実施するリ
ール演出を抽選により決定するものである。リール演出抽選手段240では、第１リール演
出、第２リール演出、第３リール演出、第４リール演出の各抽選確率が、順に、１０３／
２５６、１０３／２５６、３８／２５６、１２／２５６に設定されている（図１９の抽選
テーブル参照。）。なお、リール演出抽選手段240は、上述したように役抽選の結果、所
定の演出契機役に当選している場合に、そのリール演出の種類の決定を抽選により行うよ
うにしているが、抽選方法は、これに限定されるものではない。役抽選の結果に関係なく
、別個独立の抽選で決定するようにしてもよいし、また、１回の抽選でリール演出を実行
するか否かと、実行する場合のリール演出の種類とを決定するようにしてもよし、リール
演出を実行するか否かの抽選を実施した後、リール演出を実行することに当選した場合に
限っていずれの種類のリール演出を実行するかを決定するための抽選を実施する、いわゆ
る２段階抽選で行ってもよいものである。
【００６８】
　前記表示図柄抽選手段250は、有効ライン86上に停止させる図柄として、左リール64の
中段に図柄番号１８の「Ｘ」図柄、中リール66の中段に図柄番号１８の「Ｙ」図柄、右リ
ール68の中段に図柄番号１８の「Ｙ」図柄を停止させて図柄表示窓部16にトライデント52
3を表示させるか、又は、左リール64の中段に図柄番号１２の「Ｗ」図柄、中リール66の
中段に図柄番号１２の「Ａ」図柄、右リール68の中段に図柄番号１２の「Ｃ」図柄を停止
させて図柄表示窓部16にデカ７（セブン）521を表示させるかのいずれにするかを抽選に
より決定するものである。結果として、表示図柄抽選手段250は、第３リール演出におい
て、特殊地模様520として、トライデント523を停止させる第３リール演出Ａを実施するか
、又はデカ７（セブン）521を停止させる第３リール演出Ｂを実施するかのいずれにする
かを抽選により決定していることになる。表示図柄抽選手段250では、第３リール演出Ａ
と、第３リール演出Ｂとの各抽選確率は、いずれも１２８／２５６に設定されている（図
２２の抽選テーブル参照。）。
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【００６９】
　本実施の形態では、第３リール演出中に停止表示される特殊地模様520（デカ７（セブ
ン）521又はトライデント523）と、この特殊地模様520が停止表示された直後に表示手段8
4上に表示されることとなる上乗せ遊技回数との間に関連性を持たせている。
　具体的には、メイン制御部110において、デカ７（セブン）521又はトライデント523の
いずれの特殊地模様520を停止させるかを表示図柄抽選手段250により後述するステップ３
５４で決定した後、この決定結果に関する情報を含むコマンドをサブ制御部400へ送信す
る。
　一方、サブ制御部400の後述する上乗せ抽選手段460では、予め、各特殊地模様520（デ
カ７（セブン）521、トライデント523）に対応する上乗せ抽選テーブルがそれぞれ設けら
れている。これらの上乗せ抽選テーブルでは、デカ７（セブン）521に比べて、トライデ
ント523の方が、多い上乗せ遊技回数が選択され易いように設定されている。上記コマン
ドを受信した場合には、メイン制御部110の表示図柄抽選手段250が決定した結果（デカ７
（セブン）521又はトライデント523）に基づいて上乗せ抽選テーブルが選択され、この上
乗せ抽選テーブルを用いて上乗せ抽選が実行される。よって、第３リール演出において、
例えばデカ７（セブン）521よりもトライデント523が停止表示された場合、遊技者はより
多くの上乗せ遊技回数の獲得を期待することができるものである。
【００７０】
　本実施の形態では、上乗せ抽選で獲得する上乗せ遊技回数と、停止表示する特殊地模様
520の種類との関係は、上述したように、デカ７（セブン）521よりもトライデント523の
方が上乗せ遊技回数が大きくなる（「デカ７（セブン）52」＜「トライデント523」）よ
うに設定されているが、特にこれに限定されるものではない。例えば、逆に、停止表示す
る特殊地模様520としてトライデント523よりもデカ７（セブン）521の方が上乗せ遊技回
数が大きくなる（「デカ７（セブン）521」＞「トライデント523」）ように設定してもよ
く、また、デカ７（セブン）521とトライデント523との上乗せ遊技回数が等しくなる（「
デカ７（セブン）521」＝「トライデント523」）ように設定してもよい。
【００７１】
　本実施の形態では、フリーズ状態中にスタートスイッチ40から後述する準備目600が停
止するまでの第３リール演出（第３リール演出Ａ又は第３リール演出Ｂ）を最低でも２回
は実行できる回数、いわゆる最低保障回数として設定している。
　前記継続回数カウント手段260は、フリーズ状態中に継続して実行可能なリール演出の
回数（継続回数）をカウントし記憶するものである。継続回数カウント手段260は、最初
にリール演出の継続回数として２回を初期値（継続保証回数）として設定する。そして、
継続回数カウント手段260は、リール演出を１回、実行するごとに継続回数から１回を減
算する。
【００７２】
　なお、継続回数としての２回のリール演出を実行した後、後述する継続抽選手段280の
継続抽選にも当選しない場合には、リール演出は終了となる。
　前記継続率抽選手段270は、フリーズ状態中に継続保障回数（２回）のリール演出を実
行した後に継続してリール演出を実行するか否かの抽選確率、いわゆる継続率を予め定め
数値範囲の中から抽選により決定するものである（図２７のステップ３１２参照。）。
　前記継続抽選手段280は、フリーズ状態中に継続保障回数（２回）のリール演出を実行
した後に前記継続率抽選手段270により決定された継続率に基づいて、継続してリール演
出を実行するか否かを抽選により決定するものである（図２７のステップ３１８参照。）
。継続抽選手段280は、継続抽選に当選した場合には、継続するか否かの判定結果を「継
続」に設定し、継続抽選に当選しなかった場合には、継続するか否かの判定結果を「非継
続」に設定する。
【００７３】
　前記リール演出実行手段200は、フリーズ状態中にリール62の回転及び停止によるリー
ル演出を実行可能なものである。
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　リール演出実行手段200は、特殊地模様520に関するリール演出を実行する場合、第２リ
ール地模様部540の範囲の特殊地模様520を用いてリール演出を実行する。さらに、このリ
ール演出実行手段200は、特殊地模様520を構成する複数の地模様510の一部がずれた状態
でリール演出を実行する場合も、第２リール地模様部540の範囲内でリール演出を実行す
る。
　ここで、「特殊地模様520を構成する複数の地模様510の一部がずれた状態でリール演出
を実行する」の「一部がずれた状態」とは、複数のリール62により特殊地模様520を構成
している場合から、そのうちの１つのリール62が僅かに１コマだけ上方又は下方にずれて
いるような状態である。具体的には、３つのリール62により特殊地模様520としてのデカ
７（セブン）521が揃っている状態から右リール68だけが、上方又は下方に１コマだけ移
動しているようなものである。もちろん、ずれるリール62は、右リール68だけに限定され
るものではなく、３つのリール62のうちいずれか１つのリール62であってもよく、また、
ずれるリール62の数も１つに限定されるものではなく、２つ又は３つのリール62がずれて
もよい。さらに、上方又は下方にずれるコマ数（図柄数）も１コマに限定されるものでは
なく、２コマ又は３コマずれてもよいものである。
【００７４】
　また、「一部がずれた状態」の「リール演出」とは、そのように特殊地模様520の構成
のうち僅かに一部がずれた状態で、図柄表示窓部16内に停止するようなものに限定される
ものではなく、上述したようなずれた状態のまま低速度で正回転又は逆回転するようなも
のや、そのずれた状態のまま上下に回転方向を反転する（振動する）ようなものでもよい
。
　リール演出実行手段200は、リール演出抽選手段240により第３リール演出又は第４リー
ル演出の実行が決定された場合に、全てのリール62により第２リール地模様部540の範囲
内の特定の図柄の組合せ（準備目600）を停止させ、その後、リール62を再度回転させた
後に第２リール地模様部540の特殊地模様520を停止させる。
【００７５】
　第３リール演出で用いられる準備目600は、有効ライン86上に左リール64の図柄番号１
５と、中リール66の図柄番号１５と、右リール68の図柄番号１５との図柄が停止している
ものである。
　前記リール演出実行手段200は、上述した第３リール演出で用いられる準備目600の各リ
ール62の図柄番号等の準備目600に関する情報を予め記憶している。
　この第３リール演出で用いられる準備目600が有効ライン86上に停止すると、図柄表示
窓部16内の各リール62に星524、月525及び太陽526がずれることなく停止し、全体として
特殊地模様520としての星月太陽522がずれることなく表示される。なお、準備目600は、
上述したように、準備目600を有効ライン86上に停止させた場合に特殊地模様520も表示さ
れるようなものに限定されるものではなく、準備目600が有効ライン86上に停止しても、
特殊地模様520が表示されないような図柄停止態様であってもよいものである。
【００７６】
　第４リール演出で用いられる準備目600は、有効ライン86上に左リール64の図柄番号１
５と、中リール66の図柄番号１４と、右リール68の図柄番号１６との図柄が停止している
ものである。
　前記リール演出実行手段200は、上述した第４リール演出で用いられる準備目600の各リ
ール62の図柄番号等の準備目600に関する情報を予め記憶している。
　リール演出実行手段200は、リール演出（第３リール演出及び第４リール演出）で特殊
地模様520を停止させる場合、第１の停止制御情報に基づいて準備目600を停止させ、その
後、リール62を再度回転させた後に第２の停止制御情報に基づいて特殊地模様520を停止
させる。
【００７７】
　その際、第３リール演出においては、各リール62における準備目600を構成する図柄か
ら第２リール地模様部540の特殊地模様520を構成する図柄の中心位置までの回転量は、全
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リール62で同一になっている。
　具体的には、全リール62において、左リール64の図柄番号１５、中リール66の図柄番号
１５、右リール68の図柄番号１５の準備目600から第２リール地模様部540の特殊地模様52
0としてのデカ７（セブン）521の中心図柄（全リール62共、図柄番号１２）まで全て３コ
マ離れている。すなわち、それらの回転量は全リール62で同一となる（図５参照。）。
　また、全リール62において、左リール64の図柄番号１５、中リール66の図柄番号１５、
右リール68の図柄番号１５の準備目600から第２リール地模様部540の特殊地模様520とし
てのトライデント523の中心図柄（全リール62共、図柄番号１８）まで全て３コマ離れて
いる。すなわち、それらの回転量は全リール62で同一となる（図５参照。）。
【００７８】
　結果として、第３リール演出においては、準備目600を揃えた状態のままで、全リール6
2を回転するいわゆる全回転演出が可能となり、同一の回転量で特殊地模様520（デカ７（
セブン）521、トライデント523）を停止させることが可能となる。
　リール演出実行手段200は、第３リール演出では、有効ライン86上に準備目600を停止さ
せて全リール62を３コマだけ下方に回転移動させることにより、デカ７（セブン）521の
特殊地模様520を図柄表示窓部16に停止させ、また、有効ライン86上に準備目600を停止さ
せて全リール62を３コマだけ上方に回転移動させることにより、トライデント523の特殊
地模様520を図柄表示窓部16に停止させる。
【００７９】
　さらにリール演出実行手段200は、第３リール演出において、フリーズ状態中、準備目6
00を停止させた後、操作スイッチ（具体的には、スタートスイッチ40）の操作を契機にリ
ール62を再度回転させて第２リール地模様部540の特殊地模様520を停止させ、その後にリ
ール62を再度回転させて準備目600を停止させるリール演出を連続して繰り返し実行可能
としている（図１５～図１８参照。）。
　前記リール回転量演算手段210は、前回のリール62の停止位置から準備目600を停止させ
るための第１の停止制御情報を演算処理により算出するためのものである（図２９のステ
ップ４１４、図３０。）。
【００８０】
　リール回転量演算手段210は、第３リール演出では、後述する第３リール演出開始時用
リール演出制御テーブルの「高速正回転」の「繰り返し回数」Ｐ、Ｑ及びＲを演算処理に
より算出する（図２３参照。）。また、リール回転量演算手段210は、後述する第３リー
ル演出Ａ用のリール演出制御テーブルの後半の「高速正回転」の「繰り返し回数」Ｓ回や
、第３リール演出Ｂ用のリール演出制御テーブルの後半の「高速正回転」の「繰り返し回
数」Ｔ回等の第１の停止制御情報を演算処理により算出する（図２４参照。）。
　なお、ここで、図２３及び図２４において星印を付した「高速正回転」の「繰り返し回
数」の箇所には常に「０」が格納されてある。繰り返し回数として、Ｐ、Ｑ、Ｒ、Ｓ、Ｔ
の文字も「０（Ｐ）」等のように記入されているが、これは説明上の都合で便宜上記載し
ているだけであり、繰り返し回数を示す０以外の数値や記号、また算出した数値がこれら
のテーブルに格納されるものではない。この「０」が格納されているか否かにより、繰り
返し回数を演算処理により算出するか否かを判断し、算出する場合には繰り返し回数算出
処理により当該繰り返し回数として実際に使用する数値Ｐ、Ｑ、Ｒ、Ｓ及びＴが算出され
る。
【００８１】
　なお、ここで、「前回のリール62の停止位置」とは、前回の遊技結果のリール62の停止
位置であって、それは今回のリール演出を実行する遊技の開始時点でのリール62の停止位
置でもある。
　前記リール回転量記憶手段220は、準備目600の位置から特殊地模様520（当該準備目600
以外の特殊地模様520）を停止させるための第２の停止制御情報を予め記憶しているもの
である（図２９のステップ４１２。）。
　リール回転量記憶手段220は、第３リール演出では、図柄番号（１５、１５、１５）の
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準備目600（図柄表示窓部16内には星月太陽522が停止することになる）から、当該星月太
陽522以外の特殊地模様520（デカ７（セブン）521又はトライデント523）を停止させるた
めの第２の停止制御情報を記憶している。
【００８２】
　具体的には、第３リール演出Ａでは、リール回転量記憶手段220は、後述する第３リー
ル演出Ａ用のリール演出制御テーブルの前半の「回胴逆回転」の「繰り返し回数」１回や
、「高速逆回転」の「繰り返し回数」６回等の第２の停止制御情報を予め記憶しているも
のである（図２４参照。）。また、第３リール演出Ｂでは、リール回転量記憶手段220は
、後述する第３リール演出Ｂ用のリール演出制御テーブルの前半の「回胴正回転」の「繰
り返し回数」１回や、「高速正回転」の「繰り返し回数」６回等の第２の停止制御情報を
予め記憶しているものである。
　前記演出装置駆動手段450としてのメイン側演出装置駆動手段230は、前記フリーズ制御
手段170によるフリーズ状態のもとで、リール62の回転及び停止によるリール演出を実行
するためのものである。
【００８３】
　前記サブ制御部400は、演出制御手段410、サブ側特典付与手段430（特典付与手段420）
、サブ側演出装置駆動手段440（演出装置駆動手段450）及び上乗せ抽選手段460の各手段
を有する。各手段の詳細については後述する。
　以上の構成をもって、サブ制御部400は、演出の有無、態様を決定し、遊技の状態に応
じた演出を制御する手段として機能することとなる。
　前記サブ制御部400は、所定の演出を実行することが決定された場合に演出を実行する
ためのものである。
　前記演出制御手段410は、液晶表示装置を有する表示手段84、スピーカー72及び演出用
ランプ78からなる報知手段70を制御するためのものである。
【００８４】
　前記サブ側特典付与手段430（特典付与手段420）は、遊技者の利益となる特典を遊技者
に付与するためのものである。
　具体的には、前記サブ側特典付与手段430は、上乗せ抽選手段460の上乗せ抽選により決
定された特殊遊技状態の遊技回数を付与するためのものである。
　前記サブ側演出装置駆動手段440（演出装置駆動手段450）は、所定の演出を、表示手段
84、スピーカー72及び演出用ランプ78の報知手段70により実行する。
　サブ側演出装置駆動手段440は、演出用ランプ78を駆動するためのＬＥＤ駆動回路（図
示せず）に対してＬＥＤの点灯や消灯を規定するデータを出力したり、スピーカー72から
音を出力するための音声出力回路（図示せず）に対して出力する音声を規定するデータを
出力したり、表示手段84を駆動するための液晶制御基板（図示せず）に対して出力する映
像データを規定するデータを出力したりする。
【００８５】
　前記上乗せ抽選手段460は、特殊遊技状態の特殊遊技の遊技回数に対して、乱数を用い
た抽選（上乗せ抽選）により上乗せさせる遊技回数を決定するためのものである。
　上乗せ抽選手段460は、抽選値と、所定範囲の整数値を繰り返してカウントするループ
カウンタを有する所定の乱数発生手段（乱数発生回路）が発生した乱数のうちから抽出し
た乱数とを比較して、いずれの遊技回数の上乗せに当選したかを判定する。上乗せ回数が
０回の場合は、上乗せ無しとして判定される。なお、上乗せ抽選手段460による処理は、
後述するステップ６１５（図３１参照）において行われる。
　前記上乗せ抽選手段460は、上乗せ抽選の抽選確率を記憶した上乗せ抽選テーブルを有
している。この上乗せ抽選手段460では、予め、各特殊地模様520（デカ７（セブン）521
及びトライデント523）に対応する上乗せ抽選確率を格納した上乗せ抽選テーブルがそれ
ぞれ設けられている。上乗せ抽選テーブルでは、上乗せ抽選の結果、デカ７（セブン）52
1に比べて、トライデント523の方が、多い上乗せ遊技回数が選択され易いように上乗せ抽
選確率が設定されている。メイン制御部110から、表示図柄抽選手段250が決定した結果に
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関する情報を含むコマンドを受信した場合には、表示図柄抽選手段250が決定した結果（
デカ７（セブン）521又はトライデント523）に基づいて上乗せ抽選テーブルが選択され、
この上乗せ抽選テーブルを用いて上乗せ抽選が実行される。第３リール演出において、デ
カ７（セブン）521よりもトライデント523が停止表示された場合、遊技者はより多くの上
乗せ遊技回数の獲得を期待することができるように設定されている。
【００８６】
　図９に示すように、特別役があり、その図柄組合せが、左リール64、中リール66、右リ
ール68の順（以下同様）に（Ｗ、Ｗ、Ｗ）であり、配当（メダル払出枚数）は０枚となっ
ている。
　図１０に示すように、第１再遊技役、第２再遊技役、第３再遊技役があり、その図柄組
合せが、第１再遊技役（Ｅ、Ａ、Ｙ）（Ｅ、Ｂ、Ｙ）、第２再遊技役（７、Ａ、７）（７
、Ｂ、７）（Ｘ、Ａ、７）（Ｘ、Ｂ、７）（Ｙ、７、７）（Ｙ、Ｘ、７）、第３再遊技役
（７、７、Ｗ）（７、Ｗ、７）（７、Ｗ、Ｗ）であり、配当（メダル払出枚数）は、無し
（但し次の遊技がメダル投入無しで遊技開始可能）となっている。
【００８７】
　図１１に示すように、小役として第１入賞役、第２入賞役・・・第５入賞役があり、そ
の図柄組み合わせが、第１入賞役（Ｘ、Ｘ、Ｙ）（Ｘ、Ｙ、Ｘ）（Ｘ、Ｙ、Ｙ）（Ｙ、Ｘ
、Ｘ）（Ｙ、Ｘ、Ｙ）（Ｙ、Ｙ、Ｘ）、第２入賞役（Ｅ、Ａ、Ｂ）（Ｅ、Ａ、Ｃ）（Ｅ、
Ａ、Ｄ）（Ｅ、Ｂ、Ａ）（Ｅ、Ｂ、Ａ）（Ｅ、Ｂ、Ｄ）、第３入賞役（Ｙ、Ｙ、Ｙ）、第
４入賞役（７、７、７）（７、Ｘ、７）（Ｘ、７、７）（Ｘ、Ｘ、７）、第５入賞役（Ｘ
、Ｘ、Ｘ）であり、配当（メダル払出枚数）は、第１入賞役及び第２入賞役が１枚、第３
入賞役及び第４入賞役が３枚、第５入賞役が９枚となっている。
　図１２に示すように、役抽選の抽選結果として、第２再遊技役、第１再遊技役が同時に
当選（重複して当選）する第１特殊ＲＰ（第１特殊リプレイ）が設けられている。ここで
、第２再遊技役は、停止操作順番が右ストップスイッチR、左ストップスイッチL、中スト
ップスイッチCの順番（右左中（ＲＬＣ））又は停止操作順番が右ストップスイッチR、中
ストップスイッチC、左ストップスイッチLの順番（右中左（ＲＣＬ））であるときに優先
して入賞するものである。なお、ここで、停止操作順番が右左中（ＲＬＣ）とは、遊技者
によるストップスイッチ50の停止操作順番が、右リール68、左リール64、中リール66にそ
れぞれ対応するストップスイッチ50である右ストップスイッチR、左ストップスイッチL、
中ストップスイッチCを順番に操作することを意味する。また、第１再遊技役は、停止操
作順番が、上述した右左中（ＲＬＣ）及び右中左（ＲＣＬ）の順番以外（中左右（ＣＬＲ
）、中右左（ＣＲＬ）、左中右（ＬＣＲ）、左右中（ＬＲＣ））であるときに優先して入
賞するものである。
【００８８】
　役抽選の抽選結果として、第２再遊技役、第１再遊技役、第３再遊技役Ａが同時に当選
（重複して当選）する第２特殊ＲＰ（第２特殊リプレイ）が設けられている。ここで、第
２再遊技役は、停止操作順番が右左中（ＲＬＣ）又は右中左（ＲＣＬ）であるときに優先
して入賞するものである。また、第１再遊技役は、停止操作順番が、上述した右左中（Ｒ
ＬＣ）及び右中左（ＲＣＬ）の順番以外（中左右（ＣＬＲ）、中右左（ＣＲＬ）、左中右
（ＬＣＲ）、左右中（ＬＲＣ））であるときに優先して入賞するものである。また、第３
再遊技役Ａは、第１再遊技役及び第２再遊技役と同時に当選（重複して当選）しているが
、当選するだけであって、実際には、停止表示（成立）しない再遊技役である。
【００８９】
　役抽選の抽選結果として、第２再遊技役、第１再遊技役、第３再遊技役Ｂが同時に当選
（重複して当選）する第３特殊ＲＰ（第３特殊リプレイ）が設けられている。ここで、第
２再遊技役は、停止操作順番が右左中（ＲＬＣ）又は右中左（ＲＣＬ）であるときに優先
して入賞するものである。また、第１再遊技役は、停止操作順番が、上述した右左中（Ｒ
ＬＣ）及び右中左（ＲＣＬ）の順番以外（中左右（ＣＬＲ）、中右左（ＣＲＬ）、左中右
（ＬＣＲ）、左右中（ＬＲＣ））であるときに優先して入賞するものである。また、第３
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再遊技役Ｂは、第１再遊技役及び第２再遊技役と同時に当選（重複して当選）しているが
、当選するだけであって、実際には、停止表示（成立）しない再遊技役である。
【００９０】
　役抽選の抽選結果として、第２再遊技役、第１再遊技役、第３再遊技役Ｃが同時に当選
（重複して当選）する第４特殊ＲＰ（第４特殊リプレイ）が設けられている。ここで、第
２再遊技役は、停止操作順番が右左中（ＲＬＣ）又は右中左（ＲＣＬ）であるときに優先
して入賞するものである。また、第１再遊技役は、停止操作順番が、上述した右左中（Ｒ
ＬＣ）及び右中左（ＲＣＬ）の順番以外（中左右（ＣＬＲ）、中右左（ＣＲＬ）、左中右
（ＬＣＲ）、左右中（ＬＲＣ））であるときに優先して入賞するものである。また、第３
再遊技役Ｃは、第１再遊技役及び第２再遊技役と同時に当選（重複して当選）しているが
、当選するだけであって、実際には、停止表示（成立）しない再遊技役である。
【００９１】
　役抽選の抽選結果として、第２再遊技役、第１再遊技役、第３再遊技役Ｄが同時に当選
（重複して当選）する第５特殊ＲＰ（第５特殊リプレイ）が設けられている。ここで、第
２再遊技役は、停止操作順番が右左中（ＲＬＣ）又は右中左（ＲＣＬ）であるときに優先
して入賞するものである。また、第１再遊技役は、停止操作順番が、上述した右左中（Ｒ
ＬＣ）及び右中左（ＲＣＬ）の順番以外（中左右（ＣＬＲ）、中右左（ＣＲＬ）、左中右
（ＬＣＲ）、左右中（ＬＲＣ））であるときに優先して入賞するものである。また、第３
再遊技役Ｄは、第１再遊技役及び第２再遊技役と同時に当選（重複して当選）しているが
、当選するだけであって、実際には、停止表示（成立）しない再遊技役である。
【００９２】
　図１３に示すように、第３再遊技役Ａは、有効ライン86上に停止する図柄の組合せが、
左リール64、中リール66、右リール68の順に（７、７、Ｗ）である。第３再遊技役Ｂは、
有効ライン86上に停止する図柄の組合せが、左リール64、中リール66、右リール68の順に
（７、Ｗ、７）である。第３再遊技役Ｃは、有効ライン86上に停止する図柄の組合せが、
左リール64、中リール66、右リール68の順に（７、Ｗ、Ｗ）である。第３再遊技役Ｄは、
有効ライン86上に停止する図柄の組合せが、左リール64、中リール66、右リール68の順に
（７、７、Ｗ）（７、Ｗ、７）又は（７、Ｗ、Ｗ）である。
　図１４に示すように、役抽選の抽選結果として、第２入賞役、第３入賞役、第１入賞役
及び第４入賞役が同時に当選（重複して当選）する第１特殊ＡＴが設けられている。ここ
で、第２入賞役は、停止操作順番が左中右（ＬＣＲ）又は左右中（ＬＲＣ）であるときに
優先して入賞するものである。また、第３入賞役は、停止操作順番が、中左右（ＣＬＲ）
であるときに優先して入賞するものである。また、第１入賞役は、停止操作順番が、中右
左（ＣＲＬ）であるときに優先して入賞するものである。また、第４入賞役は、停止操作
順番が、右左中（ＲＬＣ）又は右中左（ＲＣＬ）であるときに優先して入賞するものであ
る。
【００９３】
　役抽選の抽選結果として、第２入賞役、第１入賞役、第３入賞役及び第４入賞役が同時
に当選（重複して当選）する第２特殊ＡＴが設けられている。ここで、第２入賞役は、停
止操作順番が左中右（ＬＣＲ）又は左右中（ＬＲＣ）であるときに優先して入賞するもの
である。また、第１入賞役は、停止操作順番が、中左右（ＣＬＲ）であるときに優先して
入賞するものである。また、第３入賞役は、停止操作順番が、中右左（ＣＲＬ）であると
きに優先して入賞するものである。また、第４入賞役は、停止操作順番が、右左中（ＲＬ
Ｃ）又は右中左（ＲＣＬ）であるときに優先して入賞するものである。
　役抽選の抽選結果として、第２入賞役、第３入賞役及び第１入賞役が同時に当選（重複
して当選）する第３特殊ＡＴが設けられている。ここで、第２入賞役は、停止操作順番が
左中右（ＬＣＲ）又は左右中（ＬＲＣ）であるときに優先して入賞するものである。また
、第３入賞役は、停止操作順番が、中左右（ＣＬＲ）であるときに優先して入賞するもの
である。また、第１入賞役は、停止操作順番が、中右左（ＣＲＬ）、右左中（ＲＬＣ）又
は右中左（ＲＣＬ）であるときに優先して入賞するものである。
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【００９４】
　役抽選の抽選結果として、第２入賞役、第１入賞役及び第３入賞役が同時に当選（重複
して当選）する第４特殊ＡＴが設けられている。ここで、第２入賞役は、停止操作順番が
左中右（ＬＣＲ）又は左右中（ＬＲＣ）であるときに優先して入賞するものである。また
、第１入賞役は、停止操作順番が、中左右（ＣＬＲ）、右左中（ＲＬＣ）又は右中左（Ｒ
ＣＬ）であるときに優先して入賞するものである。また、第３入賞役は、停止操作順番が
、中右左（ＣＲＬ）であるときに優先して入賞するものである。
　役抽選の抽選結果として、第２入賞役、第５入賞役及び第１入賞役が同時に当選（重複
して当選）する第５特殊ＡＴが設けられている。ここで、第２入賞役は、停止操作順番が
左中右（ＬＣＲ）又は左右中（ＬＲＣ）であるときに優先して入賞するものである。また
、第５入賞役は、停止操作順番が、中左右（ＣＬＲ）であるときに優先して入賞するもの
である。また、第１入賞役は、停止操作順番が、中右左（ＣＲＬ）、右左中（ＲＬＣ）又
は右中左（ＲＣＬ）であるときに優先して入賞するものである。
【００９５】
　役抽選の抽選結果として、第２入賞役、第１入賞役及び第５入賞役が同時に当選（重複
して当選）する第６特殊ＡＴが設けられている。ここで、第２入賞役は、停止操作順番が
左中右（ＬＣＲ）又は左右中（ＬＲＣ）であるときに優先して入賞するものである。また
、第１入賞役は、停止操作順番が、中左右（ＣＬＲ）、右左中（ＲＬＣ）又は右中左（Ｒ
ＣＬ）であるときに優先して入賞するものである。また、第５入賞役は、停止操作順番が
、中右左（ＣＲＬ）であるときに優先して入賞するものである。
　役抽選の抽選結果として、第２入賞役、第１入賞役及び第５入賞役が同時に当選（重複
して当選）する第７特殊ＡＴが設けられている。ここで、第２入賞役は、停止操作順番が
左中右（ＬＣＲ）又は左右中（ＬＲＣ）であるときに優先して入賞するものである。また
、第１入賞役は、停止操作順番が、中左右（ＣＬＲ）、中右左（ＣＲＬ）又は右中左（Ｒ
ＣＬ）であるときに優先して入賞するものである。また、第５入賞役は、停止操作順番が
、右左中（ＲＬＣ）であるときに優先して入賞するものである。
【００９６】
　役抽選の抽選結果として、第２入賞役、第１入賞役及び第５入賞役が同時に当選（重複
して当選）する第８特殊ＡＴが設けられている。ここで、第２入賞役は、停止操作順番が
左中右（ＬＣＲ）又は左右中（ＬＲＣ）であるときに優先して入賞するものである。また
、第１入賞役は、停止操作順番が、中左右（ＣＬＲ）、中右左（ＣＲＬ）又は右左中（Ｒ
ＬＣ）であるときに優先して入賞するものである。また、第５入賞役は、停止操作順番が
、右中左（ＲＣＬ）であるときに優先して入賞するものである。
　図１５に示すように、第３リール演出開始時のリール演出パターンは、時間経過と共に
図１５（Ａ）～（Ｈ）のように移行する。
【００９７】
　先ず、図１５（Ａ）に示すように、前回の遊技結果、図柄表示窓部16の有効ライン86上
に図柄番号（２、１１、１６）等の任意の図柄が停止しているとする。次に図１５（Ｂ）
に示すように左リール64のみが正方向（下方向）に回転を開始する。次に図１５（Ｃ）に
示すように中リール66が正方向（下方向）に回転を開始する。次に図１５（Ｄ）に示すよ
うに右リール68が正方向（下方向）に回転を開始し、全リール62が回転中の状態となる。
次に、図１５（Ｅ）に示すように左リール64が上下にバウンドするように振動しながら回
転を停止する。その際、有効ライン86上に左リール64の図柄番号１５の図柄が停止し、地
模様510としての星524が図柄表示窓部16内の中心に停止する。次に図１５（Ｆ）に示すよ
うに中リール66が上下にバウンドするように振動しながら回転を停止する。その際、有効
ライン86上に中リール66の図柄番号１５の図柄が停止し、地模様510としての月525が図柄
表示窓部16内の中心に停止する。
【００９８】
　次に図１５（Ｇ）に示すように右リール68が上下にバウンドするように振動しながら回
転を停止する。その際、有効ライン86上に右リール68の図柄番号１５の図柄が停止し、地
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模様510としての太陽526が図柄表示窓部16内の中心に停止する。これにより、第２リール
地模様部540にある図柄番号（１５、１５、１５）の準備目600が停止し、図柄表示窓部16
内には、星月太陽522の特殊地模様520がずれることなく、その中心が図柄表示窓部16の中
心と一致した状態で停止している状態となる。このとき、特に図示していないが、表示手
段84には、「レバーを叩け！（スタートスイッチ40を押下操作しろ）」の案内文及び絵文
字が表示される。この状態のとき図１５（Ｈ）に示すように、遊技者によるスタートスイ
ッチ40の操作待ちの状態となる。
【００９９】
　図１６に示すように、第３リール演出Ａのリール演出パターンは、時間経過と共に、図
１６（Ａ）～（Ｇ）のように移行する。
　先ず、図１６（Ａ）に示すように、遊技者により、スタートスイッチ40の押下操作が行
われる。このスタートスイッチ40の押下操作を契機として、図１６（Ｂ）に示すように、
３個のリール62が逆方向（上方向）の回転を開始する。次に図１６（Ｃ）に示すように、
左リール64、中リール66、右リール68の３つのリール62が一体となって上下にバウンドす
るように振動しながら回転を停止し、有効ライン86上に図柄番号（１８、１８、１８）の
図柄が停止する。それに伴って、第２リール地模様部540の地模様510の組合せの特殊地模
様520であるトライデント523がずれることなく停止する。すなわち、トライデント523の
中心が図柄表示窓部16の中心と一致した状態で停止する。次に図１６（Ｄ）に示すように
、全リール62が正方向（下方向）に回転を開始する。この際、表示手段84には、トライデ
ント523の図柄が表示される。次に図１６（Ｅ）に示すように、全リール62の回転中、表
示手段84には、特殊遊技状態の特殊遊技の遊技回数に５０回の上乗せを獲得したことを意
味する「＋５０Ｇ」が表示される。
【０１００】
　なお、この上乗せ遊技回数の５０回の数値は一例であって、上乗せ抽選の結果により数
値は種々変わるものである。次に図１６（Ｆ）に示すように、全リール62が上下にバウン
ドするように振動しながら回転を停止し、有効ライン86上に図柄番号（１５、１５、１５
）の準備目600が停止する。それに伴って、第２リール地模様部540の特殊地模様520であ
る星月太陽522がずれることなく停止する。すなわち、星月太陽522の中心が図柄表示窓部
16の中心と一致した様態で停止する。このとき、特に図示していないが、表示手段84には
、「スタートスイッチ40を押下操作しろ」を意味する「レバーを叩け！」の案内文及び絵
文字が表示される。この状態のとき図１６（Ｇ）に示すように、遊技者によるスタートス
イッチ40の操作待ちの状態となる。
【０１０１】
　図１７に示すように、第３リール演出Ｂのリール演出パターンは、時間経過と共に、図
１７（Ａ）～（Ｇ）のように移行する。
　先ず、図１７（Ａ）に示すように、遊技者により、スタートスイッチ40の押下操作が行
われる。このスタートスイッチ40の押下操作を契機として、図１７（Ｂ）に示すように、
３個のリール62が正方向（下方向）の回転を開始する。次に図１７（Ｃ）に示すように、
左リール64、中リール66、右リール68が一体となって上下にバウンドするように振動しな
がら回転を停止し、有効ライン86上に図柄番号（１２、１２、１２）の図柄が停止する。
それに伴って、第２リール地模様部540の地模様510の組合せの特殊地模様520であるデカ
７（セブン）521がずれることなく停止する。すなわち、デカ７（セブン）521の中心が図
柄表示窓部16の中心と一致した状態で停止する。次に図１７（Ｄ）に示すように、全リー
ル62が正方向（下方向）に回転を開始する。この際、表示手段84には、デカ７（セブン）
521の図柄が表示される。
【０１０２】
　次に図１７（Ｅ）に示すように、全リール62の回転中、表示手段84には、特殊遊技状態
の特殊遊技の遊技回数に３０回の上乗せを獲得したことを意味する「＋３０Ｇ」が表示さ
れる。なお、この上乗せ遊技回数の３０回の数値は一例であって、上乗せ抽選の結果によ
り数値は種々変わるものである。次に図１７（Ｆ）に示すように、全リール62が上下にバ
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ウンドするように振動しながら回転を停止し、有効ライン86上に図柄番号（１５、１５、
１５）の準備目600が停止する。それに伴って、第２リール地模様部540の特殊地模様520
である星月太陽522がずれることなく停止する。すなわち、星月太陽522の中心が図柄表示
窓部16の中心と一致した様態で停止する。このとき、特に図示していないが、表示手段84
には、「スタートスイッチ40を押下操作しろ」を意味する「レバーを叩け！」の案内文及
び絵文字が表示される。この状態のとき図１７（Ｇ）に示すように、遊技者によるスター
トスイッチ40の操作待ちの状態となる。
【０１０３】
　図１８に示すように、第３リール演出終了時のリール演出パターンは、時間経過と共に
、図１８（Ａ）～（Ｆ）のように移行する。
　先ず、図１８（Ａ）に示すように、遊技者により、スタートスイッチ40の押下操作が行
われる。このスタートスイッチ40の押下操作を契機として、図１８（Ｂ）に示すように、
左リール64、中リール66、右リール68が一体となって上下にバウンドするように振動しな
がら回転を停止し、有効ライン86上に図柄番号（１５、１５、１５）の図柄が停止する。
それに伴って、第２リール地模様部540の特殊地模様520である星月太陽522がずれること
なく停止する。すなわち、星月太陽522の中心が図柄表示窓部16の中心と一致した状態で
停止する。次に図１８（Ｃ）に示すように、表示手段84に特殊遊技状態の特殊遊技の上乗
せ（追加）として獲得できた上乗せ遊技回数の総合計が表示される。今回の場合は、２回
のリール演出により３０回と、５０回との上乗せ遊技回数を各リール演出により獲得でき
たので、上乗せ遊技回数の総合計としては、３０回と５０回との合計である８０回を獲得
したことになる。もちろん、これらの回数は上乗せ抽選による一例であって、この回数に
限定されるものではなく、上乗せ抽選により変動するものである。
【０１０４】
　次に、準備目600で停止している状態から、図１８（Ｄ）に示すように、左リール64の
みが正方向（下方向）に回転を開始する。次に図１８（Ｅ）に示すように、中リール66が
正方向（下方向）に回転を開始する。次に図１８（Ｆ）に示すように、右リール68が正方
向（下方向）に回転を開始し、全リール62が回転している状態となる。
　なお、本実施の形態では、上述したように図１８（Ａ）でスタートスイッチ40の押下操
作の後、「回胴正回転」等を経ることなく、いきなり図１８（Ｂ）でリール62がバウンド
して停止しているが、特にこれに限定されるものではない。例えば、図１８（Ａ）でスタ
ートスイッチ40の押下操作の後、３個のリール62が正方向（下方向）に回転し、その後に
図１８（Ｂ）のようにリール62がバウンドして停止するようにしてもよい。
【０１０５】
　図１９に示すように、第１～第４リール演出を選択するための抽選テーブルによると、
リール演出抽選手段240では、第１リール演出、第２リール演出、第３リール演出、第４
リール演出の中でいずれのリール演出を選択するかの抽選確率が、順に、１０３／２５６
、１０３／２５６、３８／２５６、１２／２５６に予め設定されている。
　図２０に示すように、第３リール演出に用いられる準備目600は、左リール64の図柄番
号１５の図柄と、中リール66の図柄番号１５の図柄と、右リール68の図柄番号１５の図柄
とから構成されている。この準備目600が停止すると、同時に図柄表示窓部16内に星月太
陽522の中心がずれることなく停止する。
【０１０６】
　また、第４リール演出に用いられる準備目600は、左リール64の図柄番号１５の図柄と
、中リール66の図柄番号１４の図柄と、右リール68の図柄番号１６の図柄とから構成され
ている。この準備目600が停止すると、同時に図柄表示窓部16内に特殊地模様520としての
星月太陽522の一部がくずれた状態のものが停止する。なお、第４リール演出においても
、当該準備目600を用いて、第３リール演出と同様のリール演出が行われる。
　図２１に示すように、第３リール演出に関するリール演出制御テーブルには、第３リー
ル演出開始時用と、第３リール演出Ａ用と、第３リール演出Ｂ用と、第３リール演出終了
時用との４種類がある。
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【０１０７】
　各リール演出制御テーブルには、励磁データテーブルを指定する情報と、その励磁デー
タテーブルを指定する情報に示される処理の繰り返し回数を指定する情報とが格納されて
いる（図２３及び図２４参照。）。
　この励磁データテーブルは、ステッピングモーターにおける基本的な励磁パターンの組
合せで構成されているものである。その各励磁パターンの組合せ数により、励磁データテ
ーブルの１回の処理に必要な時間（単位処理時間）は種々の数値に設定可能なものである
。さらにこの単位処理時間が種々設定されている励磁データテーブルの処理回数が繰り返
される回数（繰り返し回数）が種々の回数に設定されることにより、励磁データテーブル
により行われる処理の時間が種々設定されている。すなわち、（励磁データテーブルの１
回の処理単位の時間である単位処理時間）×（繰り返し回数）が、励磁データテーブルに
より行われる処理の合計時間となる。
【０１０８】
　図２２に示すように、第３リール演出Ａ、Ｂの抽選テーブルによると、表示図柄抽選手
段250では、特殊地模様520としてトライデント523を停止させる第３リール演出Ａの抽選
確率が１２８／２５６に設定され、特殊地模様520としてデカ７（セブン）521を停止させ
る第３リール演出Ｂの抽選確率が１２８／２５６に設定されている。もちろん、こられの
数値に限定されるものではなく、いずれかのリール演出が発生し易いように抽選確率に差
異を設けてもよい。
　図２３に示すように、第３リール演出開始時用のリール演出制御テーブルは、左リール
64と、中リール66と、右リール68とで異なるものとなっている。これは、第３リール演出
の開始時のリール演出では、左リール64、中リール66、右リール68の順番で回転を開始さ
せるタイミングをずらしていることによるものである。具体的には、第３リール演出開始
時用のリール演出制御テーブルでは、励磁データテーブルのロングウェイト（リール62を
停止させている状態）の処理の繰り返し回数を左リール64では合計４０回、中リール66で
は２５回と４０回との合計６５回、右リール68では２５回と２５回と４０回との合計９０
回に設定されている。なお、このロングウェイトの１回の単位処理時間は、２２．５ｍｓ
に設定されている。これにより、各リール62毎に停止させている時間を異なるものにする
ことができ、回転開始のタイミングをずらしている。
【０１０９】
　励磁データテーブルの高速正回転の１回の単位処理時間は、１２ｍｓに設定されている
。この励磁データテーブルの高速正回転の１回の単位処理を３回繰り返すことにより、リ
ール62を１コマだけ回転移動できるように設定されている。この励磁データテーブルの高
速正回転の処理は、先ず全リール62共、６３回の繰り返し回数に設定されている。これに
より、リール62の２１コマの回転量が確保される。さらに、これに加えて、上述した高速
正回転は、左リール64で繰り返し回数Ｐ回、中リール66で繰り返し回数Ｑ回、右リール68
で繰り返し回数Ｒ回行われる。この繰り返し回数Ｐ回、Ｑ回、Ｒ回の各回数は、前回の遊
技結果により今回の遊技開始時のリール62の停止位置が各リール62毎に異なるため、各リ
ール62毎に今回の遊技開始時の停止位置から準備目600までのコマ数を算出し、リール回
転量演算手段210により、そのコマ数に基づいて演算処理により繰り返し回数Ｐ回、Ｑ回
、Ｒ回がそれぞれ算出されているものである。具体的には、リール回転量演算手段210に
より、例えば左リール64において今回の遊技開始時の停止位置から準備目600までのコマ
数として３コマが算出された場合には、９回（３回×３コマ）の繰り返し回数Ｐが設定さ
れる。
【０１１０】
　その後は、全リール62とも励磁データテーブル及びその繰り返し回数は共通であって、
「３相励磁」により回転を停止させ、「ブル５」～「ブル３」によりリール62の回転をバ
ウンドさせるように振動させ、「３相励磁」により回転を停止させ、「ロングウェイト」
によりその停止状態を維持させるように設定されている。なお、ここで「ブル５」～「ブ
ル３」は、リール62をバウンドさせるように振動させる際のその振動の大きさを規定して
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いるものであって、「ブル３」は中くらいにバウンドさせ、「ブル４」は大きくバウンド
させ、「ブル５」はより大きくバウンドさせるものである。なお、後述する「ブル２」は
小さくバウンドさせ、「ブル１」はより小さくバウンドさせるものである。なお、後述す
る「バウンド」も中くらいにバウンドさせるものであって、リール62をバウンドさせるよ
うに振動させる際のその振動の大きさや時間のタイミングが異なるものである。
【０１１１】
　ここで、図２３及び図２４において星印を付した「高速正回転」の「繰り返し回数」の
箇所には「０」が格納されてある。この「０」が格納されているか否かを判定することで
、繰り返し回数を別途の演算処理により算出するか否かを判断し、算出する場合には後述
する繰り返し回数算出処理により当該繰り返し回数として実際に使用する数値Ｐ、Ｑ、Ｒ
、Ｓ及びＴが算出される。
　図２４に示すように、第３リール演出Ａ用、第３リール演出Ｂ用、第３リール演出終了
時用のリール演出制御テーブルは、図２３の第３リール演出開始時用のリール演出制御テ
ーブルと異なり、全リール62において共通のものとなる。これは、第３リール演出の最初
に準備目600を停止させており、この準備目600から特殊地模様520としてのデカ７（セブ
ン）521やトライデント523の停止位置までのコマ数は全リール62で共通となるように設定
されているからである。
【０１１２】
　ここで、第３リール演出Ａ用と第３リール演出Ｂ用とのリール演出制御テーブルは、特
殊地模様520（トライデント523又はデカ７（セブン）521）を停止させるまでの「前半」
と、その「前半」後に、回転を再度開始して準備目600を停止させるまでの「後半」との
２つからなる。
　第３リール演出Ａのリール演出制御テーブルでは、フリーズ状態中、有効ライン86に準
備目600が停止している状態で遊技者によりスタートスイッチ40の押下操作が行われると
、リール回転量記憶手段220が記憶した励磁データテーブルの「回胴逆回転」及び「高速
逆回転」の処理を「繰り返し回数」だけ実行することにより全リール62を逆回転（上回転
）させ図柄表示窓部16にトライデント523を表示させるように設定されている。その後、
「３相励磁」で回転を一瞬停止させて直ぐにリール62を振動させる励磁データテーブルの
「ブル５」～「ブル３」によりリール62をバウンドするように振動させた後「３相励磁」
により停止させ、その「ロングウェイト」によりその状態を維持させるように設定されて
いる。その後、「回胴正起動」を経て「高速正回転」を６３回繰り返すことにより、２１
コマの回転移動、すなわち全リール62を１回転させるように設定されている。トライデン
ト523から準備目600を停止させるコマ数に基づいて追加される「高速正回転」の繰り返し
回数Ｓ回がリール回転量演算手段210の演算処理により全リール62共通で算出されている
。この「高速正回転」の処理が繰り返し回数Ｓ回実施されるように設定されている。その
後は、上記と同様に「３相励磁」で回転を停止させ、「ブル５」～「ブル３」によりリー
ル62をバウンドさせるように振動させ、さらに「３相励磁」で回転を停止させて準備目60
0を停止させ「ロングウェイト」によりその停止状態を維持させるように設定されている
。
【０１１３】
　一方、第３リール演出Ｂのリール演出制御テーブルでは、フリーズ状態中、有効ライン
86に準備目600が停止している状態で遊技者によりスタートスイッチ40の押下操作が行わ
れると、リール回転量記憶手段220が記憶した励磁データテーブルの「回胴正回転」及び
「高速正回転」の処理を「繰り返し回数」だけ実行することにより全リール62を正回転（
下回転）させ図柄表示窓部16にデカ７（セブン）521を表示させるように設定されている
。その後、リール62を振動させる励磁データテーブルの「ブル５」～「ブル３」によりリ
ール62をバウンドするように振動させた後「３相励磁」により停止させ、「ロングウェイ
ト」によりその状態を維持させるように設定されている。その後、「回胴正起動」の処理
を経て「高速正回転」の処理を６３回繰り返すことにより、２１コマの回転移動、すなわ
ち全リール62を１回転させるように設定されている。デカ７（セブン）521から準備目600
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を停止させるコマ数に基づいて追加される「高速正回転」の繰り返し回数Ｔ回がリール回
転量演算手段210の演算処理により全リール62共通で算出されている。この「高速正回転
」の処理が繰り返し回数Ｔ回だけ実行されるように設定されている。その後は、第３リー
ル演出Ａのリール演出制御テーブルと同様であって、「３相励磁」で回転を停止させ、「
ブル５」～「ブル３」によりリール62をバウンドさせるように振動させ、さらに「３相励
磁」で回転を停止させて準備目600を停止させ「ロングウェイト」によりその停止状態を
維持させるように設定されている。
【０１１４】
　ここで、図２４に示すように、第３リール演出Ａ用リール演出制御テーブルの後半と、
第３リール演出Ｂ用リール演出制御テーブルの後半とは、実際のテーブルでは、同じ内容
になるものである。これは、第３リール演出Ａ用リール演出制御テーブルと、第３リール
演出Ｂ用リール演出制御テーブルとは、前半の処理を終了すると、同じ制御データを用い
て後半の処理（特殊地模様520（デカ７（セブン）521又はトライデント523）の停止表示
→正回転→準備目600の停止表示）を行っていることを示している。これにより、共通の
制御データを使用することができ、データ容量の削減に寄与することができる。なお、こ
れらのテーブルにおいて、星印を付した「高速正回転」は、既に説明したように数値０が
格納されている。この数値０であることを判定して、他の処理（繰り返し回数算出処理）
で繰り返し回数Ｓ、Ｔを算出しているため、両テーブルの後半は、同一の制御データとな
っているものである。
【０１１５】
　但し、星印を付した高速正回転の数値は０で同一となっても、第３リール演出Ａと、第
３リール演出Ｂとでは、前半で停止させる特殊地模様520が、トライデント523と、デカ７
（セブン）521とで異なるため、準備目600まで同一方向に回転させるときのコマ数が異な
り、後半の全体の演出時間（回転時間）は、第３リール演出Ａと、第３リール演出Ｂとで
は異なることになる。
　第３リール演出終了時用のリール演出制御テーブルでは、全リール62共通に制御されて
いるものであって、励磁データテーブルの「バウンド」によりリール62をバウンドさせる
ように振動させるように設定され、その後、「３相励磁」によりリール62の回転を停止さ
せ、「ロングウェイト」によりその停止状態を維持させるように設定されている。
【０１１６】
　図２５に示すフローチャートに基づいて、メイン制御部110において、制御装置100が１
回の遊技毎に実行する遊技制御処理について説明する。
　先ず、ステップ１１０において、電源投入時処理が行われる。この電源投入時処理では
、電源装置の電源スイッチが操作されたか否かが判定されるものである。この電源スイッ
チが操作された際に、電源投入に伴う種々の初期設定処理が行われる。そして、電源スイ
ッチが操作されて電源投入時処理が行われた場合には、次のステップ１１１に進む。
　ステップ１１１において、賭け数設定処理が行われる。この賭け数設定処理では、賭け
数として規定の賭け数が設定されたか否かが判定されるものである。具体的には、メイン
制御部110により、当該遊技の賭け数として設定されているメダルの枚数が規定の賭け数
に達しているか否かの判定が行われる。本実施の形態では、規定の賭け数は、２枚又は３
枚である。ＣＢＢ作動時にのみ２枚に設定され、それ以外の遊技では３枚に設定されてい
る。このため、所定数の賭け数が設定された場合に、次のステップ１１２に進む。所定数
の賭け数が設定されていない場合には当該ステップにとどまることになる。
【０１１７】
　ステップ１１２において、メイン制御部110により、スタートスイッチ40の操作があっ
たか否かの判定が行われる。ここで、スタートスイッチ40の操作があったと判定されると
、メイン制御部110により、賭け数の設定が不可能な状態とされる。その後、次のステッ
プ１１３に進む。一方、スタートスイッチ40の操作がないと判定されると、再度ステップ
１１２となる。
　ステップ１１３において、役抽選手段130により、役抽選処理が行われる。また、この
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とき、役抽選の結果がメイン制御部110からサブ制御部400へ送信される。役抽選処理が終
了すると、次のステップ１１４に進む。
【０１１８】
　ステップ１１４において、リール演出実行手段200等によりリール演出処理が行われる
。そして、次のステップ１１５に進む。なおリール演出処理の詳細は後で説明する。
　ステップ１１５において、リールユニット60におけるリール62の回転変動処理が行われ
る。リール62が所定の回転速度に達した後、メイン制御部110により、回転中のリール62
に対応するストップスイッチ50の操作があった場合に、停止制御手段140により、各リー
ル62の回転が停止させられる。このときのストップスイッチ50（左リール64、中リール66
、右リール68）に対する停止操作順序は、メイン制御部110に形成された所定の記憶領域
に記憶されると共に、その後の処理にて読み出される。ここで、第３番目のストップスイ
ッチ50の停止操作が行われると、メイン制御部110からサブ制御部400へ全リール62の回転
停止情報が送信される。そして、全てのリール62の回転変動処理が終了すると、次のステ
ップ１１６に進む。
【０１１９】
　ステップ１１６において、停止図柄判定手段150により、有効ライン86上の図柄の組合
せに対して所定の役の図柄の組合せが有効ライン86上に揃っているか否かの入賞等の判定
処理が行われる。ここで、入賞等の判定処理の判定結果のデータは、メイン制御部110か
らサブ制御部400へ送信される。そして、判定処理が終わると、次のステップ１１７に進
む。
　ステップ１１７において、メイン側特典付与手段160により、停止図柄判定手段150の判
定結果に対応した払出処理等が行われる。なお、判定結果、払出が不要な場合には、払出
処理は行われない。そして、当該処理が終了する。
【０１２０】
　図２６に示すフローチャートに基づいて、上記ステップ１１４のリール演出処理につい
て説明する。
　先ず、ステップ２１０において、現在の遊技状態がＡＲＴ遊技状態であるか否かの判定
が行われる。なお、このＡＲＴ遊技状態であるか否かの遊技状態の管理はサブ制御部400
において行われている。不正操作防止のためメイン制御部110からサブ制御部400へ信号を
送信するのみであってサブ制御部400からメイン制御部110へ信号を直接送信していない。
詳細な説明は省略するが、メイン制御部110がサブ制御部400における遊技状態を把握する
ため、メイン制御部110により遊技者に停止操作させる停止操作順序を報知手段70で報知
し、遊技者がその停止操作順序通りに停止操作することで、メイン制御部110は、サブ制
御部400における遊技状態を把握することができるように形成されている。そして、現在
の遊技状態がＡＲＴ遊技状態であると判定された場合、次のステップ２１１に進み、ＡＲ
Ｔ遊技状態でないと判定された場合、当該処理は終了する。
【０１２１】
　ステップ２１１において、リール演出抽選手段240により、役抽選手段130の役抽選の結
果、所定のリール演出契機役に当選しているか否かが判定される。所定のリール演出契機
役に当選していると判定された場合、次のステップ２１２に進み、当選していないと判定
された場合、当該処理は終了する。
　ステップ２１２において、リール演出抽選手段240により、リール演出契機役の種類に
応じた抽選確率を格納した抽選テーブルの設定が行われる。そして、次のステップ２１３
に進む。
　ステップ２１３において、リール演出契機役の種類に応じた抽選テーブルを用いて、リ
ール演出の抽選処理が行われる。このリール演出の抽選処理には、リール演出を実行する
か否かの抽選処理と、このリール演出を実行する場合に４種類のリール演出（第１～第４
リール演出）のうちから実施するリール演出を決定するための抽選処理とが設けられてい
る。そして、次のステップ２１４に進む。
【０１２２】
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　ステップ２１４において、第１リール演出処理が行われる。この第１リール演出処理で
は、リール演出の抽選処理において第１リール演出の実行が抽選により決定されている場
合に第１リール演出が実行され、抽選により決定されていない場合には第１リール演出は
実行されない。そして、次のステップ２１５に進む。
　ステップ２１５において、第２リール演出処理が行われる。この第２リール演出処理で
は、リール演出の抽選処理において第２リール演出の実行が抽選により決定されている場
合に第２リール演出が実行され、抽選により決定されていない場合には第２リール演出は
実行されない。そして、次のステップ２１６に進む。
【０１２３】
　ステップ２１６において、第３リール演出処理が行われる。この第３リール演出処理で
は、リール演出の抽選処理において第３リール演出の実行が抽選により決定されている場
合に第３リール演出が実行され、抽選により決定されていない場合には第３リール演出は
実行されない。そして、次のステップ２１７に進む。
　ステップ２１７において、第４リール演出処理が行われる。リール演出の抽選処理にお
いて、第４リール演出の実行が抽選により決定されている場合に第４リール演出が実行さ
れ、抽選により決定されていない場合には第４リール演出は実行されない。そして、リー
ル演出処理は終了する。
【０１２４】
　図２７及び図２８に示すフローチャートに基づいて、上記ステップ２１６の第３リール
演出処理について説明する。
　ステップ３１０において、リール演出抽選手段240のリール演出抽選の結果、第３リー
ル演出を実行することに当選したか否かが判定される。リール演出抽選の結果、第３リー
ル演出の実行に当選していると判定された場合に次のステップ３１１に進み、第３リール
演出の実行に当選していないと判定された場合に第３リール演出処理は終了する。
　ステップ３１１において、継続回数カウント手段260により、リール演出の継続回数と
して２回の初期値（継続保証回数）が設定される。また、継続抽選手段280は、リール演
出を継続するか否かの判定結果を、「継続」に設定する。そして、次のステップ３１２に
進む。
【０１２５】
　ステップ３１２において、継続率抽選手段270により、リール演出を継続させるか否か
の継続抽選に用いられる抽選確率（継続率）の抽選が行われる。そして、次の３１３に進
む。
　ステップ３１３において、停止制御手段140により、第３リール演出において準備目600
として用いられる図柄の組合せの図柄番号が設定される。具体的には、左リール64の図柄
番号１５の図柄と、中リール66の図柄番号１５の図柄と、右リール68の図柄番号１５の図
柄とからなる準備目600を停止させるために左リール64、中リール66、右リール68の停止
位置として図柄番号（１５、１５、１５）が設定される。なお、この第３リール演出の準
備目の情報は、リール演出実行手段200から読み出される。そして、次のステップ３１４
に進む。
【０１２６】
　ステップ３１４において、リール演出実行手段200により、リール演出制御テーブルと
して、第３リール演出開始時用のリール演出制御テーブルの設定が行われる。そして、次
のステップ３１５に進む。
　ステップ３１５において、リール演出実行手段200により、リール回転制御処理が行わ
れる。なお、ここで、このステップ３１５におけるリール回転制御処理は、リール演出制
御テーブル毎に実行される。したがって、第３リール演出開始時のリール演出制御テーブ
ルのように、３個のリール62毎に回転挙動が一部が異なり各リール演出制御テーブルが設
けられている場合には、各リール演出制御テーブル毎に各リール毎に独立して実施される
。一方、第３リール演出Ａ用又は第３リール演出Ｂ用の後半のリール演出制御テーブルの
ように、３つのリール62の回転挙動が全く同一のリール演出制御テーブルである場合には
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、３つのリール62で共通のリール演出制御テーブルが用いられる。そして、次のステップ
３１６に進む。
【０１２７】
　ステップ３１６において、スタートスイッチ40が押下操作されたか否かが判定される。
そして、スタートスイッチ40が押下操作されたと判定された場合、次のステップ３１７に
進み、スタートスイッチ40が押下操作されていないと判定された場合、ステップ３１６の
前に戻る。なお、特に図示していないが、当該ステップの前、表示手段84に「レバーを叩
け！」という画像が表示され、音声も出力されて、遊技者にスタートスイッチ40の押下操
作を指示する内容の報知演出が行われる。
　ステップ３１７において、継続抽選手段280の継続抽選の結果が「継続」であるか否か
が判定される。継続抽選の結果が「継続」である場合に次のステップ３１８に進み、継続
抽選の結果が「継続」でない、すなわち「非継続」である場合にステップ３５０に進む。
【０１２８】
　ステップ３１８において、継続抽選手段280により、リール演出を継続するか否かの継
続抽選が行われる。そして、次のステップ３５０に進む。
　ステップ３５０（図２８）において、継続抽選手段280による継続抽選の結果が記憶さ
れる。そして、次のステップ３５１に進む。
　ステップ３５１において、リール演出の継続回数が０より大きいか否かが判定される。
継続回数が０より大きいと判定された場合、次のステップ３５２に進み、継続回数が０以
下であると判定された場合、ステップ３５３に進む。
　ステップ３５２において、継続回数カウント手段260により、継続回数から「１」が減
算され、その減算後の数値が新たな継続回数として設定される。そして、次のステップ３
５４に進む。
【０１２９】
　ステップ３５３において、リール演出実行手段200により、継続抽選手段280の継続抽選
の結果「継続」であるか否かが判定される。継続抽選の結果が「継続」であると判定され
た場合にはステップ３５４に進み、継続抽選の結果が「継続」でない、すなわち「非継続
」であると判定された場合にはステップ３５５に進む。
　ステップ３５４において、表示図柄抽選手段250により、表示図柄抽選処理が行われる
。この表示図柄抽選処理は、第３リール演出において、特殊地模様520として、トライデ
ント523を停止させる第３リール演出Ａを実施するか、又はデカ７（セブン）521を停止さ
せる第３リール演出Ｂを実施するかのいずれにするかを抽選により決定するものである。
なお、抽選確率は、いずれも１２８／２５６に設定されている。そして、次のステップ３
５５に進む。
【０１３０】
　ステップ３５５において、継続抽選等に関する種々の抽選結果の情報（抽選結果情報）
がメイン制御部110からサブ制御部400に送信される。そして、次のステップ３５６に進む
。
　ステップ３５６において、継続抽選手段280の継続抽選結果が「非継続」であるか否か
が判定される。そして、継続抽選結果が「非継続」である場合にはステップ３５７に進み
、継続抽選結果が「非継続」でない、すなわち「継続」である場合にはステップ３５９に
進む。
　ステップ３５７において、リール演出制御テーブルに第３リール演出終了時用のリール
演出制御テーブルが設定される。そして、次のステップ３５８に進む。
【０１３１】
　ステップ３５８において、リール演出実行手段200により、リール回転制御処理が行わ
れる。なお、ここで、このリール回転制御処理は、リール演出制御テーブル毎に実行され
る。したがって、ステップ３５８のリール回転制御処理は、３つのリール62の回転挙動が
全く同一のリール演出制御テーブルであるため、３つのリール62で共通のものとして処理
される。そして、当該第３リール演出処理が終了する。



(34) JP 6280719 B2 2018.2.14

10

20

30

40

50

　一方、前記ステップ３５６で継続抽選結果が「非継続」でない場合は、ステップ３５９
において、表示図柄抽選手段250による表示図柄抽選の結果に対応するリール演出制御テ
ーブル（前半）が設定される。すなわち、表示図柄抽選の結果、第３リール演出Ａに当選
した場合には、特殊地模様520としてトライデント523を停止させる第３リール演出Ａ用の
リール演出制御テーブル（前半）が設定される。また、表示図柄抽選の結果、第３リール
演出Ｂに当選した場合には、特殊地模様520としてデカ７（セブン）521を停止させる第３
リール演出Ｂ用のリール演出制御テーブル（前半）が設定される。そして、次のステップ
３６０に進む。
【０１３２】
　ステップ３６０において、リール演出実行手段200により、リール回転制御処理が行わ
れる。なお、ここで、このリール回転制御処理は、リール演出制御テーブル毎に実行され
る。したがって、ステップ３６０のリール回転制御処理は、３つのリール62の回転挙動が
全く同一のリール演出制御テーブルであるため、３つのリール62で共通のものとして処理
される。そして、次のステップ３６１に進む。
　ステップ３６１において、表示図柄抽選手段250による表示図柄抽選の結果に対応する
リール演出制御テーブル（後半）が設定される。すなわち、表示図柄抽選の結果、第３リ
ール演出Ａに当選した場合には、特殊地模様520として停止したトライデント523から、再
回転し、準備目600を停止させるまでの第３リール演出Ａ用のリール演出制御テーブル（
後半）が設定される。また、表示図柄抽選の結果、第３リール演出Ｂに当選した場合には
、特殊地模様520として停止したデカ７（セブン）521から、再回転し、準備目600を停止
させるまでの第３リール演出Ｂ用のリール演出制御テーブル（後半）が設定される。そし
て、次のステップ３６２に進む。
【０１３３】
　ステップ３６２において、第３リール演出において準備目600として用いられる左リー
ル64の図柄番号１５の図柄と、中リール66の図柄番号１５の図柄と、右リール68の図柄番
号１５の図柄とからなる準備目600を有効ライン86上に停止させるために左リール64、中
リール66、右リール68の停止位置として図柄番号（１５、１５、１５）が設定される。。
なお、この第３リール演出の準備目の情報は、リール演出実行手段200から読み出される
。そして、ステップ３１５に進む。
　図２９に示すフローチャートに基づいて、上記ステップ３１５、３５８、３６０のリー
ル回転制御処理について説明する。
【０１３４】
　ステップ４１０において、設定されたリール演出制御テーブルに対応するデータ個数の
取得が行われる。具体的には、励磁データテーブルの個数が取得されるものである。例え
ば、第３リール演出Ａ用のリール演出制御テーブル（前半）であれば、「回胴逆回転」か
ら「ロングウェイト」までの励磁データテーブルの個数１１個が取得される。そして、次
のステップ４１１に進む。
　ステップ４１１において、残りのデータ個数が０より大きいか否かが判定される。そし
て、残りのデータ個数が０より大きいと判定された場合、すなわち未だ処理すべき励磁デ
ータテーブルが残っている場合には次のステップ４１２に進み、大きくないと判定された
場合、すなわち処理すべき励磁データテーブルが残っていない場合には当該リール回転制
御処理が終了する。
【０１３５】
　ステップ４１２において、設定されたリール演出制御テーブルから励磁データ情報の取
得が予め予定された順番通りに行われる。ここで、「励磁データ情報」とは、励磁データ
テーブルを指定する情報と、その励磁データテーブルを指定する情報に基づいて行われる
処理の繰り返し回数を指定する情報とを有しているものである。そして、次のステップ４
１３に進む。
　ステップ４１３において、今回取得した（読み出した）励磁データ情報の励磁データテ
ーブルが準備目600を停止させる励磁データテーブル（具体的には、図２３及び図２４の
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星印のついたもの）であるか否かが判定される。準備目600を停止させる励磁データテー
ブルと判定された場合には次のステップ４１４に進み、準備目600を停止させない励磁デ
ータテーブルと判定された場合にはステップ４１６に進む。
【０１３６】
　なお、ここで、ステップ４１３は、実際には、その時点でのリール演出制御テーブルの
繰り返し回数を示す情報が「０」であるか否かを判定しており、「０」であると判定した
ならば、ステップ４１３から「ＹＥＳ」のステップ４１４に進むものである。なお、ステ
ップ４１３からステップ４１４に進んだ場合、ステップ４１４の繰り返し回数算出処理で
算出した繰り返し回数に基づいて準備目600を停止させることになる。
　ステップ４１４において、繰り返し回数算出処理が行われる。そして、次のステップ４
１５に進む。
　ステップ４１５において、リール演出実行手段200により、算出した繰り返し回数だけ
取得した励磁データテーブルを用いてリール62の制御が行われる。そして、次のステップ
４１７に進む。
【０１３７】
　ステップ４１６において、取得した繰り返し回数だけ取得した励磁データテーブルを用
いてリール62の制御が行われる。そして、ステップ４１７に進む。
　ステップ４１７において、残りデータの個数が減算される。そして、次のステップ４１
８に進む。
　ステップ４１８において、リール演出制御テーブルの取得する励磁データ情報（励磁デ
ータテーブルを指定する情報及び繰り返し回数を指定する情報）の取得位置（読出位置）
の更新が行われる。そして、ステップ４１１に戻る。
　図３０に示すフローチャートに基づいて、上記ステップ４１４の繰り返し回数算出処理
について説明する。
【０１３８】
　ステップ５１０において、励磁データテーブルが「高速正回転」であるか否かが判定さ
れる。そして、励磁データテーブルが「高速正回転」であると判定された場合、次のステ
ップ５１１に進み、励磁データテーブルが「高速正回転」でないと判定された場合、すな
わち「高速逆回転」であると判定された場合、ステップ５１４に進む。
　ステップ５１１において、設定された準備目600の停止位置が図柄番号Ｘに設定される
。そして、次のステップ５１２に進む。
　ステップ５１２において、現在のリールの停止位置の取得が行われる。そして、次のス
テップ５１３に進む。
【０１３９】
　ステップ５１３において、取得した現在のリール停止位置が図柄番号Ｙに設定される。
そして、次のステップ５１７に進む。
　ステップ５１０で励磁データテーブルが「高速正回転」でないと判定された場合はステ
ップ５１４において、現在のリール停止位置が取得される。そして、次のステップ５１５
に進む。
　ステップ５１５において、取得したリール停止位置が図柄番号Ｘに設定される。そして
、次のステップ５１６に進む。
　ステップ５１６において、設定された準備目600の停止位置が図柄番号Ｙに設定される
。そして、次のステップ５１７に進む。
【０１４０】
　ステップ５１７において、図柄番号Ｙから図柄番号Ｘの減算（計算）が行われる。そし
て、次のステップ５１８に進む。
　ステップ５１８において、その減算結果により得られた数値（計算値）が０より小さい
か否かの判定が行われる。その計算値が０より小さい場合には、次のステップ５１９に進
み、計算値が０以上の場合には、ステップ５２０に進む。
　ステップ５１９において、その計算値に対して、補正値「２１」の加算が行われる。こ
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の加算後の数値を新たな計算値として設定し、この計算値が、現在のリール停止位置から
準備目600までリール62を正回転（又は逆回転）したときのコマ数となる。そして、次の
ステップ５２０に進む。
【０１４１】
　ステップ５２０において、計算値（コマ数）に対応する繰り返し回数を計算する。例え
ば計算値が５コマになった場合には、「高速正回転」の処理を３回繰り返すと、１コマ移
動することになり、３回×５コマで、繰り返し回数は１５に設定される。そして、当該繰
り返し回数算出処理は終了する。
　図３１に示すフローチャートに基づいて、サブ制御部400における第３リール演出制御
処理について説明する。
　先ず、ステップ６１０において、メイン制御部110からサブ制御部400にリール演出情報
を受信したか否かが判定される。ここで、リール演出情報とは、リール演出抽選手段240
の演出抽選により、第１リール演出、第２リール演出、第３リール演出、第４リール演出
のいずれを実行することに決定した等の情報である。リール演出情報を受信していると判
定された場合には、次のステップ６１１に進み、受信していないと判定された場合には、
当該第３リール演出制御処理は終了する。
【０１４２】
　ステップ６１１において、リール演出情報に基づいて第３リール演出に当選しているか
否かが判定される。第３リール演出に当選していると判定された場合には、次のステップ
６１２に進み、当選していないと判定された場合には、当該第３リール演出制御処理は終
了する。
　ステップ６１２において、サブ側演出装置駆動手段440により、表示手段84に星月太陽5
22を表示させて準備目600が揃う際の演出を行い、さらに「レバーを叩け！」というスタ
ートスイッチ40の押下操作を報知する映像を順に表示させる。そして、次のステップ６１
３に進む。
【０１４３】
　ステップ６１３において、メイン制御部110からサブ制御部400が抽選結果情報を受信し
たか否かが判定される。抽選結果情報とは、メイン制御部110の継続抽選手段280により行
われるリール演出を継続させるか否かの継続抽選の結果や、表示図柄抽選の結果等の種々
の抽選結果である。そして、抽選結果情報を受信していると判定された場合には次のステ
ップ６１４に進み、抽選結果情報を受信していないと判定された場合にはステップ６１３
の前に戻る。
　ステップ６１４において継続抽選手段280による継続抽選に当選しているか否かが判定
される。継続抽選に当選していると判定された場合、次のステップ６１５に進み、継続抽
選に当選していないと判定された場合、ステップ６１９に進む。
【０１４４】
　ステップ６１５において、上乗せ抽選手段460により、特殊遊技の遊技回数の上乗せ抽
選処理が行われる。そして、次のステップ６１６に進む。
　ステップ６１６において、上乗せ抽選手段460の上乗せ抽選により獲得した上乗せ遊技
回数を総上乗せ遊技回数に加算する。そして、次のステップ６１７に進む。
　ステップ６１７において、継続抽選手段280の継続抽選結果に応じた演出用画像の表示
手段84への表示が行われる。そして、次のステップ６１８に進む。
　ステップ６１８において、上乗せ抽選手段460の上乗せ抽選により獲得した特殊遊技の
上乗せ遊技回数の画像が表示手段84に表示される。そして、ステップ６１３に戻る。
【０１４５】
　一方ステップ６１４の継続抽選に当選していないと判定された場合は、ステップ６１９
において、特殊遊技の総上乗せ遊技回数が０より大きいか否かが判定される。総上乗せ遊
技回数が０より大きいと判定された場合、ステップ６２０に進み、０より大きくないと判
定された場合、当該第３リール演出制御処理は終了する。
　ステップ６２０において、総上乗せ遊技回数の画像が表示手段84に表示される。そして
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、当該第３リール演出制御処理が終了する。
　図７に示すように、本実施の形態では、特殊地模様520を用いたリール演出の際、特殊
図柄580を有していない第２リール地模様部540の地模様510により構成される特殊地模様5
20を用いてリール演出を実行するため、遊技者が特殊図柄580に惑わされることなく、特
殊地模様520による報知演出を確実に実施することができる。
【０１４６】
　特殊地模様520をずらして停止させたり、低速度で回転表示させるようなリール演出で
あっても、そのリール演出に用いられる特殊地模様520の付近に特殊図柄580が配置されて
いないため、特殊図柄580による何か有利な状況が発生したと遊技者に勘違いさせる恐れ
がない。
　図２０に示すように、本実施の形態では、第４リール演出において、左リール64の図柄
番号１５、中リール66の図柄番号１４、右リール68の図柄番号１６からなる準備目600を
用いて、特殊地模様520を構成する複数の地模様510の一部がずれた状態でリール演出を実
行するような場合にも、特殊図柄580が周辺に配置されていない第２リール地模様部540の
範囲内でリール演出が実行される。特殊図柄580が一緒に停止したり低速で回転する等の
リール演出が行われずに、特殊図柄580が配置されていない特殊地模様520だけでリール演
出が行われることにより、遊技者が特殊図柄580に惑わされることなく当該リール演出を
確実に実施して、その演出内容を正確に報知することができる。
【０１４７】
　図１５に示すように、本実施の形態の第３リール演出では、前回遊技のリール62の回転
停止位置から回転開始させ、一旦、準備目600を停止させて、その後に特殊地模様520を停
止させるようにしている。このため、準備目600を停止させるまでは、前回遊技のリール6
2の停止位置から準備目600のリール62の停止位置へ至るまでのリール62の回転量を演算処
理により算出し、この算出した値に基づいてリール62を回転させることで準備目600を停
止させている。すなわち、前回遊技のリール62の回転停止位置毎にそれぞれ演算処理を行
い、それに基づいてリール62の回転制御処理を実施する必要がある。
　一方、図２４に示すように、その後の準備目600から特殊地模様520を停止させる等の各
種のリール演出の回転制御は、準備目600を基準とした準備目600からの回転量であるため
、各リール演出に応じて予め算出して記憶してある全て共通のものを使用することができ
る。
【０１４８】
　準備目600から特殊地模様520を停止させるまでのリール演出の回転制御は、複雑な演算
処理をすることなく予め記憶してあるものを使用することができ、当該部分のリール62の
制御処理を簡単なものにすることができる。これにより、準備目600から特殊地模様520を
停止させるまでのリール演出の内容が複雑であったり、何パターンもあるような場合であ
っても、複雑な演算処理を実施することなく予め記憶したデータを用いるだけで停止制御
処理を行うことができる。結果として、準備目600を停止させずに全て演算処理を行って
いきなり特殊地模様520の停止やそれに関連するリール演出を行うようなものよりも、リ
ール62の停止制御処理を簡単なものにすることができる。
【０１４９】
　また、準備目600は、特殊図柄580を有していない第２リール地模様部540の範囲内の特
定の図柄の組合せであるため、準備目600を停止させても準備目600の付近に特殊図柄580
が停止しない。これにより、そのような特殊図柄580によって何か有利な状況が発生した
と遊技者に勘違いさせる恐れがない。
　また、準備目600を停止させた後に実施される第２リール地模様部540の特殊地模様520
への回転量も少なくて済み、当該特殊地模様520を用いたリール演出へスムーズに移行さ
せることができる。
　図２９のステップ４１４や、図３０に示すように、本実施の形態では、リール演出で特
殊地模様520を停止させる場合、先ずリール回転量演算手段210が、前回のリール62の停止
位置から準備目600を停止させるための第１の停止制御情報を演算処理により算出する。
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この第１の停止制御情報を得るためには、前回遊技のリール62の回転停止位置毎にそれぞ
れ演算処理を行う必要がある。そして、リール演出実行手段200が、その第１の停止制御
情報に基づいて準備目600を停止させている。
【０１５０】
　図２４の「高速逆回転」の処理の「繰り返し回数」６回等のように、リール回転量記憶
手段220が、その準備目600の位置から特殊地模様520を停止させるための第２の停止制御
情報を予め記憶している。
　リール演出実行手段200は、その準備目600を停止させている状態から、その後、リール
62を再度回転させ、その第２の停止制御情報に基づいて、特殊地模様520を停止させる。
このリール回転量記憶手段220に予め記憶している第２の停止制御情報は、準備目600を基
準とした準備目600からのリール62の回転量であるため、各リール演出に応じて予め算出
して記憶してある全て共通のものを使用することができる。これにより、準備目600の停
止を介さずに、いきなり、特殊地模様520の停止やそれに関連する全てのリール演出を開
始させるよりも、リール62の回転制御の演算処理を簡単にすることが可能となる。
【０１５１】
　図２３の「高速正回転」の「繰り返し回数」Ｐ、Ｑ、Ｒ等に示すように、第１の停止制
御情報は、リール回転量演算手段210により前回のリール62の停止位置から準備目600を停
止させるための演算処理により算出される。
　一方、第２の停止制御情報は、図２４の第３リール演出Ａ用の励磁データテーブル「高
速逆回転」の「繰り返し回数」６回や、第３リール演出Ｂ用の励磁データテーブル「高速
正回転」の「繰り返し回数」６回等のように、リール回転量記憶手段220により予め記憶
されているものである。
　これにより、準備目600から特殊地模様520を停止させるリール演出に関しては複雑な動
作が何パターンあっても、前回のリール62の停止位置に基づく個別の演算処理を行うこと
なくリール回転量記憶手段220に予め記憶した第２の停止制御情報を迅速且つ簡単に得る
ことができる。結果として、特殊地模様520を停止させるための全体の停止制御処理を容
易なものにすることができる。
【０１５２】
　図５に示すように、本実施の形態では、第３リール演出において準備目600（図柄番号
（１５、１５、１５））から第２リール地模様部540の特殊地模様520（デカ７（セブン）
521及びトライデント523）までの回転量が全リール62で同一であるため、全リール62の準
備目600を構成する図柄が揃った状態のままの回転演出（いわゆる全回転演出）を行うこ
とができ、全リール62において準備目600から共通の回転量（同一のコマ数、具体的には
３コマ）で当該特殊地模様520を停止させることができる。これにより、回転量や回転速
度等のリール62の回転に関するデータに関して全リール62で共通のデータを使用すること
ができ、リール演出の回転制御を容易なものにすることができる。
【０１５３】
　本実施の形態では、図５に示すように、第３リール演出において、リール演出を実施す
る第２リール地模様部540の特殊地模様520の中心と、この特殊地模様520上に配置されて
図柄表示窓部16内に停止する複数の図柄550の中心とが一致している。このため、第２リ
ール地模様部540以外、すなわち第１リール地模様部530の図柄550と特殊地模様520との位
置関係がどのように配置されていても、第２リール地模様部540によるリール演出に影響
を及ぼさない。すなわち、第１リール地模様部530の図柄550の配置により、結果としてリ
ール62の周囲の図柄550の数が偶数個及び奇数個のいずれであってもよいことになる。こ
のため、当該リール演出において、第２リール地模様部540の前記特殊地模様520（デカ７
（セブン）521及びトライデント523）を図柄表示窓部16に停止させる場合、停止した特殊
地模様520とそれに重なる複数の図柄550の中心が常に一致することになり、当該図柄550
を停止位置の基準として図柄表示窓部16内に停止させても、この図柄表示窓部16内に特殊
地模様520も中心がずれることなく、停止位置の配置のバランスがとれたきれいな状態で
停止させることができる。
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【０１５４】
　本実施の形態は、図１５～図１８に示すように、特殊遊技状態の特殊遊技（ＡＴ）の遊
技回数を上乗せする上乗せ演出において、フリーズ状態中、準備目600を停止させた後、
スタートスイッチ40の押下操作を契機に、リール62を再度回転させて、第２リール地模様
部540の特殊地模様520を停止させ、その後にリール62を再度回転させて準備目600を停止
させるリール演出を連続して繰り返し実行することができる。遊技者に利益としての特殊
遊技を上乗せする遊技回数（上乗せ遊技回数）を付与する場合に前記リール演出を実行す
るようにすることで、図柄表示窓部16の全体に渡って出現する特殊地模様520を繰り返し
見せることで遊技者への利益付与の報知をインパクトのあるものにすることができる。
【０１５５】
　上述した本実施の形態では、図１５～図１８に示すリール演出において特殊地模様520
を複数回繰り返し停止させるようにしているが必ずしもこれに限定されるものではない。
単に特殊地模様520が表示されるか否かによって上乗せ抽選の当選、不当選を遊技者に報
知するようなものであってもよいものである。具体的には、例えば、上乗せ抽選に当選し
た場合、リール演出が開始され、特殊地模様520が図柄表示窓部16内に停止し、上乗せ遊
技回数を表示手段84に表示させ、リール演出が終了する。そして、上乗せ抽選に不当選の
場合、リール演出が開始され、特殊地模様520が図柄表示窓部16内に停止せず、表示手段8
4に「残念」の文字が表示され、リール演出が終了するようなものでもよい。
【０１５６】
　本実施の形態では、継続抽選手段280による継続抽選の結果が「当選」（継続）であっ
た場合に特殊地模様520（デカ７（セブン）521又はトライデント523）を停止させ、継続
抽選の結果が「非当選」（非継続）であった場合に特殊地模様520（デカ７（セブン）521
又はトライデント523）を停止させず、リール演出も終了となる（図２８のステップ３５
６、ステップ３５７、ステップ３５９等参照。）。ただし、これに限定されるものではな
く所定の抽選を介して、特殊地模様520（デカ７（セブン）521又はトライデント523）を
停止させるようにしても良いものである。具体的には、例えば、継続抽選手段280による
継続抽選の結果が「当選」（継続）であった場合、特殊地模様520（デカ７（セブン）521
又はトライデント523）が停止するか否かの抽選を実行し、この抽選に当選すると特殊地
模様520（デカ７（セブン）521又はトライデント523）を停止させて、上乗せ遊技回数を
表示させる。一方、継続抽選の結果が「非当選」（非継続）であった場合、一旦、特殊地
模様520（デカ７（セブン）521又はトライデント523）を、１コマずらした状態で図柄表
示窓部16に停止させて（特殊地模様520が非成立）、ハズレたかのように遊技者に見せた
後、上乗せ遊技回数を表示させるようにしてもよいものである。
【０１５７】
　特に図示していないが、本実施の形態では、図柄表示窓部16の上部に表示手段84が配置
され、表示手段84には、種々のキャラクターが出現する動画像が表示される。フリーズ状
態中、この表示手段84の動画像と、図柄表示窓部16のリール62の停止及び回転とは連動し
て行うことが可能なものである。具体的には、リール62の回転が停止しているとき、表示
手段84の各リール62の上方にキャラクターが登場し、そのキャラクターが下のリール62を
引っ張り上げるような動作表示にともなって、各リール62の図柄550が上方に引っ張り上
げられるように各リール62の回転動作（上下方向の振動）が行われる。そして、当該キャ
ラクターが引っ張り上げる動作で勢い余ってのけぞった瞬間にそのキャラクターの下に位
置するリール62が逆回転（図柄が上方向へ移動するような回転）を開始するようなもので
ある。そして、上述した一連の演出（キャラクターが引っ張り上げる動作表示）及びリー
ル62の演出（逆回転）を行った結果として、準備目600（を構成する図柄）でリール62が
停止する。このように、メイン制御部110のリール演出の回転制御のタイミングに合わせ
てサブ制御部400における表示手段84のキャラクター等の動作表示が可能なものである。
【０１５８】
　本実施の形態では、第１リール地模様部530及び第２リール地模様部540の２つを設けて
いるが必ずしも２つに限定されるものではなく、これらに加えて第３リール地模様部、第



(40) JP 6280719 B2 2018.2.14

10

20

30

40

４リール地模様部、・・・第Ｎ（ここで、Ｎは３以上の整数）リール地模様部を設けても
よい。そのような場合であっても少なくとも１つの地模様部において特殊図柄580が配置
されずに通常図柄560のみが配置されてあり、当該リール地模様部でリール演出を実施す
ることができるように形成されてあればよいものである。
　本実施の形態では、ＡＲＴ遊技状態で行われる演出の一種としてのリール演出に関する
ものである（図２６のステップ２１０参照。）。しかし、上述したようなリール演出は、
必ずしもＡＲＴ遊技状態で行われる演出に限定されるものではなく、通常遊技状態等（Ａ
ＲＴ遊技状態以外の遊技状態）で行われる演出の一種としてのリール演出としても良いも
のである。すなわち、通常遊技状態等（ＡＲＴ遊技状態以外の遊技状態）におけるフリー
ズ状態（フリーズ演出）中のリール演出としてもよいものである。
【符号の説明】
【０１５９】
10　遊技機　　　　　　　　　　　　　　　12　筐体
14　前扉　　　　　　　　　　　　　　　　16　図柄表示窓部
20　上パネル　　　　　　　　　　　　　　22　下パネル
24　貯留払出手段　　　　　　　　　　　　26　メダル受け皿
28　メダル払出口　　　　　　　　　　　　30　操作部
32　シングルベットスイッチ　　　　　　　34　マックスベットスイッチ
36　精算スイッチ　　　　　　　　　　　　38　メダル投入口
40　スタートスイッチ　　　　　　　　　　50　ストップスイッチ
L  左ストップスイッチ　　　　　　　　　C  中ストップスイッチ
R  右ストップスイッチ　　　　　　　　　60　リールユニット
62　リール　　　　　　　　　　　　　　　64　左リール
66　中リール　　　　　　　　　　　　　　68　右リール
70　報知手段　　　　　　　　　　　　　　72　スピーカー
74　上部スピーカー　　　　　　　　　　　76　下部スピーカー
78　演出用ランプ　　　　　　　　　　　　80　上部ランプ
82　下部ランプ　　　　　　　　　　　　　84　表示手段
86　有効ライン　　　　　　　　　　　　　100  制御装置
110  メイン制御部　　　　　　　　　　　120  遊技制御手段
130  役抽選手段　　　　　　　　　　　　140  停止制御手段
150  停止図柄判定手段　　　　　　　　　160  メイン側特典付与手段
170  フリーズ制御手段　　　　　　　　　200  リール演出実行手段
210  リール回転量演算手段　　　　　　　220  リール回転量記憶手段
230  メイン側演出装置駆動手段　　　　　240  リール演出抽選手段
250  表示図柄抽選手段　　　　　　　　　260  継続回数カウント手段
270  継続率抽選手段　　　　　　　　　　280  継続抽選手段
400  サブ制御部　　　　　　　　　　　　410  演出制御手段
420  特典付与手段　　　　　　　　　　　430  サブ側特典付与手段
440  サブ側演出装置駆動手段　　　　　　450  演出装置駆動手段
460  上乗せ抽選手段　　　　　　　　　　500  リールテープ
510  地模様　　　　　　　　　　　　　　520  特殊地模様
521  デカ７（セブン）　　　　　　　　　522  星月太陽
523  トライデント　　　　　　　　　　　524  星
525  月　　　　　　　　　　　　　　　　526  太陽
530  第１リール地模様部　　　　　　　　540  第２リール地模様部
550  図柄　　　　　　　　　　　　　　　560  通常図柄
580  特殊図柄　　　　　　　　　　　　　600  準備目
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